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皆様の近代合理的なご家庭の延長
としてお気軽にご利用下さい
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画優雅な伝承美を現代にアレンジした新宴会場「金剛の間」

(奈良ホテル別館)近鉄奈良駅前上電話 0742 (24) 3101
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Kinki Electrical constNction company,1ncorporated.

大森久司取締役社長

岸井英夫奈良支店長

<63 の奈良・奈良公園内
中央区銀座 7 丁 a 金城ビル
中村区西柳町名古屋都ホテル内

取締役 浅田支配人
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青葉若葉の
大禾口路

軍、 ●6月6日唐招提寺鑑真忌

法隆寺・西の京めぐり
約 4時問30分お 1 人/ 1,210円
コースゆ法隆寺/中宮寺/慈光

院/薬師寺ノ唐招提寺
のりば<国鉄・近鉄奈良駅>
発車時問く年問12:3の
の他数コ【ス1け11充小いたしておりまa

奈良交通定期観光バス
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井
原
陀
条
市
市
山
木
野

宇

野

桜
榛
大
五
下
上
吉
柏
吉

本

雄
駒
台
条
理

駒

富
生
生
九
天

5

阪
所

目

良
前
寺
寺
辻
寺
池
前
丘
田

"
華
0
*
゛
"
鄭

奈
近
紀
法
尼
西
あ
学
登
高

ロ
ロ業

出
イ
号
火

営

C

声、

(
式

1
誠
,
.
γ
ゞ

゛

{

'

一

t

過
日
、
東
京
の
同
祭
突
然
訪
れ
て
呉
れ
た
。
最
近
、
某
中
堅
企
業
の
社
1

な
っ
た
友
人
で
あ
る
。

「
な
ん
だ
か
、
山
の
頂
上
に
た
だ
一
人
、
座
っ
た
よ
う
で
、
妙
長
し
く
、
急
に

孤
独
を
感
じ
る
」
と
。

特
経
営
者
は
「
孤
独
の
中
で
決
断
を
す
る
人
」
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
孤

独
で
は
あ
る
が
、
孤
立
や
疎
隔
や
遊
聖
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

人
体
の
頭
脳
が
足
の
先
に
起
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ピ
ン
と
感
ず
る
様
に
、
組
織

の
重
要
な
中
枢
袖
経
的
存
在
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
為
に
は
組
織
の
体
制
が
、
も
ろ
も
ろ
の
伝
導
を
滑
か
に
い
く
よ
う
配
慮
さ

れ
、
経
営
者
も
組
焚
土
体
の
情
勢
の
把
握
に
一
愚
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

い
ざ
戦
斗
と
い
う
時
に
、
手
足
が
い
う
こ
と
を
き
か
ぬ
の
を
、
そ
の
時
、
初
め

て
知
る
挙
は
、
処
置
な
し
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
第
一
正
し
い
「
決
断
」
な

ど
で
き
る
筈
も
な
い
。

(
当
所
常
議
員
)
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株
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゛
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ψ

ユ一

「
鷲
呂
者
ど
孤
独
」

6

,
、

゛
'

、

1

上
林
化
学
鵠
社
長

上
林
安
彦

1

(

昭
和
四
十
六
年
度
の
中
小
企
業
政
策
の
重
点

昭
和
四
十
六
年
度
の
1
G
S
き
ま
る

金
ド
ル
体
制
の
動
揺
と
平
価
調
整

奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

由

<

取
引
照
会

企
業
の
一
日
ド
ッ
ク
制
度
の
ご
利
用
を

昭
和
妬
年
度
中
卒
新
禄
用
者
激
励
会

お
願
い
商
工
業
者
法
定
台
帳
ご
提
出
に
つ
い
て

、
一

お
知
ら
せ
生
き
て
い
る
就
業
規
則
の
頒
布

日
商
要
望
公
害
無
過
失
賠
償
責
任
制
度
に
関
し

中
小
企
業
庁
だ
よ
り
公
害
防
止
資
金
借
入
保
険
制
度

会
議
所
の
う
ど
き
(
3
1
5
月
)

7

目
お
知
ら
せ
税
務
署
か
ら

7

想

経
営
者
の
健
康

随割
賦
販
売
価
格
の
表
示
方
法

中
小
企
業
相
談
所
や
さ
し
い
経
営
禽
の
樹
て
方

お
知
ら
せ
統
一
伝
古
示
、
人
材
開
発
コ
ー
ナ
ー

受
注
発
注
一
覧

会
員
消
息

小
売
物
価
動
向

オ
ー
ト
ス
ラ
イ
ド
紹
介

23
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①
中
小
企
業
振
興
事
業
団
融
資
の
大
幅
拡
充

中
小
企
業
を
め
ぐ
る
急
激
な
桃
造
変
動
の
進

展
に
ょ
り
、
高
度
化
質
金
に
対
す
る
需
要
は
依

誓
し
て
旺
盛
な
、
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
小
<
業
者
の
高
度
化
ミ
に

応
え
、
工
業
団
地
、
商
業
団
地
、
共
同
施
設
等

の
高
度
化
事
業
を
強
力
に
推
進
t
る
た
め
、
中

小
企
美
器
業
団
の
高
度
化
筌
を
六
幅
工

拡
充
t
る
。

融
資
業
務
の
拡
充
の
捻
か
、
機
械
開
発
の
拡

充
、
報
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
特
野
策
に
関

*
、
,
^
^
る
^
^
、
^
^
、
^
ム
^
リ
^
^
^
^
^
^
の

実
施
等
そ
の
業
務
を
充
実
強
化
す
る
。

③
中
小
企
業
関
係
税
制
の
整
備

青
色
事
業
主
特
別
経
費
凖
備
金
制
度
船
よ

ひ
、
特
恵
転
換
に
伴
う
繰
り
上
償
却
制
度
の
創

設
な
ら
び
に
白
色
専
従
老
控
除
額
の
引
き
上

げ
、
事
業
主
控
除
額
の
引
上
げ
お
よ
ひ
中
小
企

業
合
理
化
機
整
対
す
る
特
別
償
却
制
度
の
拡

六
を
行
う
等
中
小
企
業
悦
制
の
拡
充
を
図
る
。

②
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化

中
小
企
業
の
近
代
化
投
資
等
に
必
要
な
賢
金

の
円
滑
な
供
給
を
確
保
t
る
た
め
、
政
府
関
係

中
卜
企
染
<
散
黒
関
に
対
す
る
則
歎
投
磁
負

を
大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
貸
出
規
模
を
拡
六
す

る
と
と
も
に
、
構
造
改
善
貸
付
、
下
栗
業
振

塁
付
、
謡
近
代
化
貸
付
、
公
害
防
止
貸

付
、
国
産
新
技
術
企
業
化
貸
付
等
の
拡
充
お
よ

ひ
特
恵
転
換
貸
付
の
創
設
を
行
な
う
等
特
別
貸

付
制
度
を
充
実
す
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
拡
充
を

次
の
よ
う
に
図
る
。

公
害
防
止
保
険
、
特
恵
転
喪
保
険
の
創

1

④
業
種
別
構
造
改
善
対
策
の
推
進

発
展
途
上
国
の
追
い
上
げ
、
資
本
自
由
化
の

環
境
に
直
面
し
て
い
る
。

と
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
昨
年

臨
時
国
会
で
成
立
し
た
下
請
中
小
企
業
謡
法

に
基
づ
ミ
下
請
中
小
企
業
の
体
質
改
差
暑
強

カ
ニ
推
進
t
る
。

と
の
た
め
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
の
下
請
中

小
企
業
振
興
貸
付
制
度
の
拡
充
等
の
助
成
措
置

を
充
実
す
る
。

ま
た
、
税
制
面
で
は
、
下
請
中
小
企
業
振
興

進
備
金
制
度
に
つ
い
て
は
特
別
措
置
を
講
ず

昭
和
四
十
六
年
度
の

設
付
保
限
皮
の
引
上
げ

2

中
小
企
美
話
用
保
険
公
成
江
対
t
る
出

3
資
の
確
保

進
展
等
環
望
化
に
対
処
し
、
中
小
企
業
業
種

の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
中
小
企
業

構
造
改
善
制
度
に
基
ナ
き
、
稽
造
改
善
政
策
を

さ
ら
に
積
極
的
二
推
進
t
る
。

る
た
め
の
途
を
閉
く
。
と
の
た
め
、
中
小
企
業

金
融
公
庫
の
特
恵
転
換
貸
付
制
度
お
よ
び
中
小

企
業
振
興
事
業
団
の
特
恵
対
策
融
資
制
度
の
創

設
、
特
恵
転
換
保
険
特
例
措
置
の
実
施
、
繰
り

上
げ
償
却
制
度
の
創
設
等
釡
融
、
税
捌
上
の
助

成
措
置
を
講
ず
る
。
ま
た
中
小
企
業
振
興
事
業

団
お
よ
絵
合
指
器
の
論
指
穫
制
を
整

備
t
る
。

⑤
下
請
中
小
企
業
振
興
策
の
強
化

製
造
業
の
過
半
数
を
占
め
る
下
請
中
小
企
業

は
、
受
注
の
不
安
定
、
体
質
改
誓
遅
れ
な
ど

多
く
の
闇
題
を
か
か
え
て
お
り
、
さ
ら
に
は
労

働
力
不
足
、
産
業
の
国
際
化
の
進
展
等
厳
し
い

妬
年
度
の

G
S

1国
際
親
善
店
ぎ
ま
る

⑦
中
小
企
業
公
害
対
策
の
拡
充

公
害
問
題
の
断
化
に
対
処
し
て
、
中
小
企

業
、
砧
極
的
な
対
鴛
必
要
で
あ
る
。
と
の
た

め
次
の
よ
う
な
捨
置
を
譜
す
る
。

]
中
小
企
坐
向
け
公
害
防
止
技
術
の
開
発

を
促
迩
す
る
。

2
 
中
小
企
業
に
対
す
る
公
害
防
止
技
術
の

指
導
を
強
化
t
る
。

3
 
中
小
企
業
の
公
害
防
止
設
備
の
設
姓

必
要
な
資
金
の
円
滑
な
供
給
を
図
る
。

4
 
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
に
公
害
防
止

保
険
J
護
け
る
。

5
 
公
害
防
止
設
備
の
特
別
償
却
制
度
な
ら

ひ
に
固
定
系
税
の
減
免
製
施
設
の
拡

大
等
税
制
上
の
助
成
措
置
を
拡
充
す
る
。

そ
の
他
、
⑧
小
規
模
企
業
対
策
の
強
化
、
⑨

中
小
企
業
の
近
代
化
、
⑩
技
術
対
策
の
強
化
川

中
小
企
業
恬
報
化
対
策
、
指
導
事
業
の
強
化
、

黒
化
の
推
進
、
⑫
施
策
普
及
、
聖
の
充
実

等
詰
極
的
な
政
策
を
か
か
げ
ぐ
い
る
。

ろ

(
サ

⑥
特
恵
対
策
の
実
施

発
展
途
上
国
に
対
す
る
特
恵
関
税
の
供
与
に

鯏
罷
紕
貨
等
を
中
心
に
、
輸
出
入
両

、

面
に
わ
た
り
、
相
当
の
影
響
を
受
け
る
と
と
が

予
想
さ
れ
る
と
と
か
ら
、
構
造
改
善
対
策
を
引

き
続
き
強
力
に
推
進
し
、
積
極
的
工
と
れ
に
対

応
t
る
と
と
、
戸
、
適
応
困
難
な
分
野
の
中
小

企
業
に
対
し
、
事
業
転
換
を
円
滑
譯
行
わ
し
め

当
所
1
G
S
審
査
委
員
会
(
委
員
長
河
合
当
所
副
会
頭
)
は
、
去

る
四
月
十
三
日
十
時
よ
り
当
所
ホ
ー
ル
池
於
て
第
5
回
審
査
委
員

会
を
開
催
、
昭
和
四
十
六
年
度
更
新
登
録
店
及

び
新
規
希
望
店
の
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
左
の

胎
店
が
決
定
し
た
。
尚
、
こ
の
制
度
は
商
業
の

国
際
レ
ベ
ル
を
一
層
一
局
め
る
と
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
妬
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。 (

弐

①
国
際
親
善
店
名

事
業
所
名
代
表
者
名

朕
野
崎
商
店
野
崎
善
男

若
葉
屋
白
井
栄
太
郎

寿

屋
今
来
勝

禽
勝
堂
上
村
次
郎

岡
本
友
芳
軒
岡
本
栄
一

妹
山
崎
屋
井
上
喜
千
松

圃
コ
マ
シ
ン
商
店
山
田
清

田
中
ホ
テ
ィ
ヤ
田
中
常
次

脚
ホ
テ
ィ
ヤ
薬
局
奥
谷
英
樹

側
山
田
薬
局
山
田

良

契
広
洋
服
店
末
籍
治
郎

脚
橋
本
商
店
橋
本
政
治
郎

側
原
洋
品
店
原
ふ
く

側
増
田
商
店
増
田
義
一

黒
川
時
計
店
黒
川
清

働
南
口
商
会
南
口
正
成

あ
こ
や
楽
器
店
中
塚
哲

側
前
田
陶
器
店
前
田
赫
哉

亀
井
物
産
館
亀
井
ノ
ブ
エ

菊
一
文
字
四
郎
包
永
松
岡
利
雄

B
物
産
側
最
治
商
店
鍜
治
義
郎

仙
境
小
蝦
治
隆
一

神横
田
物
産
本
店
横
田
万
里
子

朕
奈
良
大
丸
並
川
雅
俊

脚
ニ
チ
イ
奈
良
店
山
東
馨

赤
膚
焼
窯
元
大
塩
正
人
大
塩
正
人

喬
祭
元
古
瀬
完
三
古
瀬
尭
三

樹
本
田
青
柴
園
本
田
正
人

奈
良
県
商
工
観
光
館

旅
館
大
交
字
斉
藤
強

2

所
在
地

奈
良
市
東
向
北
町
二
五

ガ
東
向
中
町
一
九

ガ
東
向
南
町
三

ガ
東
向
中
町
二
四

ガ
光
明
院
町

グ
東
向
南
町
五

ガ
餅
飯
殿
町
三
三

ガ
東
向
中
町
三
二

ガ
東
向
中
町
四

ガ
光
明
院
町
六

ガ
下
三
条
町
-
0

ガ
橋
本
町
三
五

ガ
餅
飯
殿
町
四
八

ク
餅
飯
殿
町
一
六

ガ
東
向
中
町
二
三

グ
餅
飯
殿
町
四
四

グ
小
西
町
三
九

ガ
東
向
中
町
八

グ
角
振
町
八

グ
三
笠
山
麓
町

ガ
三
笠
山
麓
町

ガ
春
日
野
町
一
六
0

ク
東
向
中
町
二
六

ガ
東
向
南
町
二
三

ガ
小
西
町
二
七

ク
赤
膚
町

ク
赤
膚
町

ク
東
向
中
町

ク
橋
本
町

グ
高
畑
町
一
三
五

>
止
人
切

(
<

S

゛

朕
平
城
箸
尾
達
哉

矧
い
ろ
は
旅
鮪
阪
田
冨
三
郎

高
円
山
ホ
テ
ル
福
井
嘉
治

妹
春
日
ホ
テ
ル
増
田
孝
雄

三
笠
温
泉
福
井
嘉
治

観
光
旅
館
南
大
門
谷
井
友
三
郎

妹
都
ホ
テ
ル
経
営
奈
良
ホ
テ
ル

ク
高
畑
町
-
 
0
九
六

浅
田
国
荘

ガ
東
向
中
町

奈
良
ホ
テ
ル
別
館
浅
田
国
荘

ガ
大
宮
町
一
丁
目
一

鵠
奈
良
国
際
ホ
テ
ル
石
井
賢
士

レノ

グ
宝
来
町
六
三
七

脚
奈
良
。
ハ
ー
ク
筈
尾
達
歳

ク
鹿
野
園
町
ご
三
八

鹿
野
園
温
泉
福
井
嘉
治

ガ
川
上
町
二
七

大
和
観
光
側
大
和
山
荘
大
東
善
治

大
和
観
光
朕
ガ
ー
デ
ン
大
和

大
東
誇
治

富
田
英
男

グ
リ
ル
チ
エ
ン
ハ

グ
リ
ル
友
楽
谷
井
幸
子

ノ

食
道
園
八
宝
木
村
チ
キ

ノ

レ
ス
ト
ラ
ン
潤
前
田
豊
子

ノ

朗
三
春
亭

神
箸
和
男

三
橋
延
行

ミ
ツ
ハ
シ

囿
ミ
ャ
モ
ト
食
堂
宮
本
茂
二

ノ

囿
森
永
食
堂
田
中
亀
吉

ノ

レ
ス
ト
ラ
ン
ニ
ユ
ー
ナ
コ
ー

前
田
荻
グ
三
条
町
三
三
二
の
一

レ
ス
ト
ラ
ン
ナ
コ
ー
前
田
茂ガ北

之
庄
町
両
原
田
八
の
二

グ
橋
本
町
一
五

鵠
寿
し
常
田
村
常
男

グ
小
西
町
三
二

寿
し
常
田
村
枯
一

ク
小
西
町
五

鮒
魚
宇
宅
瀬
正
雄

ク
菩
提
町

レ
ス
ト
ラ
ン
菊
水
岡
本
博
行

ク
下
御
門
町

◎
光
学
堂
臼
井
明

◎
上
新
電
機
奈
良
店
浄
弘
博
光
ガ
角
振
町

(
◎
印
は
妬
年
度
新
規
登
録
店
)

G

ク
川
上
町
七
ニ
ハ

ガ
三
条
町
六
0

ガ
白
毫
寺
町
-
0
七
二

ガ
登
大
路
町
四
0

グ
川
上
町
七
ニ
ハ

ガ
春
日
野
町
二

登
大
路
町

東
向
中
町
六

角
振
新
屋
町

東
向
中
町
ニ
ニ

東
向
中
町
八

春
日
野
町
一
五
八

餅
飯
殿
町

東
向
中
町
一

東
向
中
町

3
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金
ド
ル
体
制
の
動
揺
と
平
価
調
整

一

"
コ

,

国
際
通
貨
調
整
の
特
徴

五
月
初
旬
、
主
要
外
国
為
替
市
場
を
閉
鎖
の

事
態
に
ま
で
追
い
込
み
、
そ
れ
で
な
く
て
さ
え

ガ
タ
の
き
て
い
る
1
M
F
体
制
に
一
段
と
激
し

い
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
た
傑
通
貨
投
機
も
、
西

ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
の
変
動
相
場
制
移
行
を
中
心

と
し
て
一
連
の
欧
釜
貨
調
整
で
ひ
と
ま
ず
峠

を
こ
し
た

し
か
し
、
そ
の
後
も
国
謄
賃
投
機
の
資
金

源
で
あ
る
ユ
ー
ロ
、
ダ
ラ
ー
金
利
が
乱
一
局
下
す
る

な
ど
不
気
味
な
鳴
動
を
続
け
て
い
る
し
、
 
1
M

F
体
制
の
ア
キ
レ
風
と
も
い
ぇ
る
金
価
格
も

上
昇
傾
向
を
示
す
な
と
事
態
は
い
せ
ん
動
兆
含

み
の
う
も
に
推
移
し
て
い
る
。

竺
仮
%
世
紀
こ
力
た
り
1
M
F
体
御
は
曲
り

な
り
に
も
、
ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
す
る
固
定
為

皙
相
場
制
度
の
維
持
安
定
に
努
め
て
き
た
。
し

か
し
そ
の
問
、
一
九
五
八
年
の
欧
州
主
要
国
通

貨
の
」
交
換
性
回
復
い
ら
い
、
六
一
年
、
六
七
年
、

六
九
年
と
度
重
な
る
通
貨
危
機
に
見
加
力
れ
、

そ
の
た
び
に
欧
州
通
貨
の
平
価
、
醍
正
と
多
彩
な

コ

一
一璽

゛

、

盆
奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

由
比

国
際
金
融
協
力
で
切
り
抜
け
て
き
た
。

今
回
の
通
貨
不
{
女
も
、
①
西
独
と
オ
ラ
ン
ダ

の
変
動
為
替
相
場
制
へ
の
移
行
。
②
ス
ィ
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
平
価
切
り
上
げ
。
③
べ
ル
ギ

ー
の
二
重
為
替
市
場
制
度
活
用
に
ょ
る
短
質
対

策
の
強
化
に
ょ
っ
て
危
機
を
い
ち
お
う
回
避
し

た
か
に
み
ぇ
る
が
、
同
時
に
と
れ
ま
で
の
通
貨

不
安
と
は
異
な
っ
た
特
徴
障
彫
り
に
さ
れ
て

き
だ
こ
と
は
柔
め
な
い
。

そ
の
第
一
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
貨
不
安
が
底

流
に
ド
ル
の
過
六
評
価
と
い
う
現
行
通
貨
体
制

の
基
本
矛
盾
を
孕
み
な
が
ら
も
、
強
い
通
貨
の

代
表
と
し
て
の
マ
ル
ク
と
'
い
通
貨
の
代
表

Lノ

ポ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
か
併
存
し
て
い
た
の
で
、
と

れ
ら
欧
州
通
貨
問
の
切
り
上
げ
、
切
り
下
げ
療

法
で
乗
り
切
れ
た
の
に
対
し
、
今
回
は
基
軸
通

貨
ト
ル
に
対
す
ろ
欧
州
主
要
通
貨
(
円
も
同

様
)
の
一
斉
真
生
じ
、
ド
ル
に
つ
い
て
伶

認
の
低
下
が
決
定
的
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

筈
は
、
今
回
の
通
賃
翻
之
際
し
、
変
動

幅
拡
大
と
い
う
基
本
的
に
は
ド
ル
擁
護
の
立
場

譯
立
っ
た
西
ド
イ
ツ
と
、
固
定
魯
相
場
制
を

維
持
す
る
一
方
、
過
剰
ド
ル
の
金
交
換
を
主
張

し
た
フ
ラ
ン
ス
の
対
票
表
面
化
し
た
こ
と
か

ら
、
パ
リ
n
ホ
ン
枢
軸
で
推
進
さ
れ
て
、
き
た
E

C
統
一
通
賃
確
立
へ
の
道
程
が
微
妙
な
様
相
を

強
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
わ
が
国
に
と
っ
て
一
番
特

筆
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
特
徴
は
、
円
畿
後
初
め

て
通
貨
投
機
の
洗
礼
を
う
け
、
平
価
器
の
射

程
圏
内
に
入
っ
だ
と
と
で
あ
る
。

ゆ
ら
ぎ
い
く
金
ド
ル
体
制

1
M
F
体
制
は
い
う
ゞ
で
も
な
く
、
戦
後
矛

国
の
卓
越
し
嘉
済
力
と
豊
か
な
金
進
備
喜

景
に
、
米
ド
ル
だ
け
が
最
終
決
済
手
段
と
し
て

の
金
と
一
オ
ン
ス
三
五
ド
ル
と
い
う
一
種
の
管

理
価
格
で
結
び
つ
き
、
そ
の
他
通
貨
は
事
実
上

は
ド
ル
を
媒
体
と
し
て
金
に
問
接
的
爲
び
つ

く
と
い
う
仕
組
み
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

と
の
と
と
か
ら
ド
ル
は
国
民
通
貨
で
あ
る
と
と

も
に
、
国
際
通
貨
(
国
際
決
済
手
段
お
よ
び
各

国
の
対
外
凖
備
資
産
)
と
し
て
の
二
つ
の
顔
を

も
つ
基
軸
通
貨
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
1
M
F
体
制
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
安
定
的
驫
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
①
金

に
対
す
る
ド
ル
価
値
の
安
宅
②
冬
国
の
対
外

支
払
い
準
備
と
な
る
べ
き
ド
ル
の
円
滑
な
創
出

と
い
う
三
条
件
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

凌

ン
マ
Y

し
か
も
米
国
保
収
支
は
一
九
五
0
年
以
降

隈
注
的
な
赤
字
力
紐
け
た
た
め
、
 
1
M
F
体
伽

の
持
つ
こ
の
矛
盾
は
ド
ゴ
ー
ル
の
ド
ル
盲
へ

の
叢
・
金
交
換
要
求
を
き
っ
か
け
と
す
る
一

九
六
七
年
の
未
曽
有
の
ド
ル
危
慌
、
金
投
檢
を

話
光
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
記
憶
皿
新
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

巨
額
な
金
の
流
出
か
ら
米
国
を
「
破
蓙
」
j一、

前
に
ま
区
い
っ
め
た
金
投
檢
は
、
二
重
金
価

格
制
度
に
ょ
る
金
取
引
面
に
お
け
る
公
的
部
門

と
民
間
部
門
の
分
陵
、
主
要
国
保
有
ド
ル
の
刈

米
金
交
換
抑
制
持
置
で
ょ
う
や
く
鎮
静
し
、
ま

た
ド
ル
危
曾
根
因
と
な
っ
て
い
る
米
国
国
際

収
支
の
赤
字
に
依
存
t
る
進
備
需
の
創
出
機

桂
を
改
め
る
た
め
、
金
、
ド
ル
に
つ
ぐ
第
三
の

通
貨
と
し
て
の
役
割
を
担
う
S
D
R
か
創
設
さ

れ
た
。
と
の
S
D
R
創
設
に
際
し
て
、
米
国
に

対
し
て
も
、
国
内
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
し
、
国
際

収
交
堅
だ
節
度
あ
る
態
度
を
と
る
よ
う
主
要

国
か
ら
強
い
器
か
な
さ
れ
た
,

S
D
R
の
月
的
は
、
表
向
き
は
と
れ
を
進
備

通
貨
と
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
伐
界
貿
易
の
伸

ひ
に
追
い
つ
か
な
い
傘
、
宏
立
ち
遅
れ
を
力

し
、
か
つ
ド
ル
危
機
の
原
因
に
な
る
ト
ル

゛
＼ノの

過
剰
流
出
を
防
き
な
が
ら
国
際
汝
動
性
を
補

強
し
て
い
く
こ
と
ど
さ
れ
て
い
た
が
、
む
し
ろ

そ
の
本
質
は
世
界
爲
と
し
て
の
金
の
役
割
を

一
段
と
狭
め
、
い
わ
ゆ
る
「
金
の
非
簾
山
化
」

を
通
じ
、
基
軸
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
の
地
位
を

蔀
ぼ
9
る
と
と
ろ
に
お
っ
た
。

◇
買
い
希
望

と
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
た
S
D
R
の
創
設

に
ょ
っ
て
、
世
界
は
さ
ら
に
幅
広
い
国
際
的
管

理
通
貨
体
制
と
し
て
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
備
え
る

と
と
と
な
っ
た
か
、
事
志
し
と
は
反
し
結
果
的

に
は
S
D
R
は
、
金
投
機
で
一
旦
瀬
戸
際
に
立

た
さ
れ
た
米
国
に
政
策
選
択
の
余
地
を
拡
大
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
暴
続
、

対
外
長
期
資
本
輸
出
の
激
増
、
イ
ン
フ
レ
に
ょ

る
貿
易
収
支
黒
字
幅
の
縮
小
か
ら
国
際
収
支
は

き
ら
に
悪
化
し
、
昨
午
に
い
た
っ
て
は
公
的
決

済
ペ
ー
ス
で
約
-
 
0
0
竿
ル
の
大
赤
字
を
生

み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
 
S
D
R
の
国
際
的
な

定
着
過
程
は
同
時
に
ド
ル
価
値
の
持
続
的
な
低

下
の
過
程
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

今
回
の
通
貨
投
機
の
資
金
源
と
な
っ
だ
ユ

ロ
、
ダ
ラ
ー
は
、
実
に
長
年
に
わ
た
る
ド
ル
の
世

界
へ
の
撒
布
に
ょ
っ
て
蓄
積
さ
れ
、
と
り
わ
け

昨
年
の
六
赤
字
に
ょ
っ
て
一
挙
に
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
増
大
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
と
れ
ま
で
ド
ル
の
影
武
者
と
し
て
、

投
機
筋
の
矢
面
に
立
っ
て
い
た
ポ
ン
ド
が
、
イ

ギ
リ
ス
経
済
の
斜
陽
化
煮
速
に
強
ま
る
な
か

で
、
国
際
通
貨
と
し
て
の
地
位
か
ら
大
幅
に
後

退
し
た
現
在
、
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
の
持
つ
投
機
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ド
ル
に
対
し
て
強
調
を
保
つ

諸
通
賃
、
と
り
わ
け
世
界
で
有
数
の
高
成
長
国

通
貨
マ
ル
ク
、
円
に
集
中
攻
撃
を
加
え
る
よ
う

レノ

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
一
方
で
昔
日
の
面
影
を

失
っ
だ
過
剰
ド
ル
の
流
入
に
ょ
る
凖
備
資
産
構

成
の
質
的
低
下
を
改
善
す
る
た
め
の
、
欧
州
各

(
◆

、
0

し

(食

と
の
と
と
は
前
岩
の
毒
か
ら
は
米
国
長

収
支
の
均
銜
化
が
壽
さ
れ
、
後
者
の
立
場
か

ら
は
米
国
国
叢
支
の
赤
字
化
に
ょ
る
ド
ル
流

出
か
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
@
当
性
ジ
レ

国
の
金
交
換
へ
の
志
向
が
再
び
強
ま
っ
て
き
て

い
る
。今

回
の
欧
州
通
賃
調
整
で
当
面
の
危
機
は
回

避
で
き
る
と
し
て
も
、
現
在
の
国
際
通
貨
清
勢

は
基
軸
通
賃
ド
ル
の
凋
落
を
背
景
に
し
た
金
ド

ル
体
制
の
地
軸
変
動
の
局
面
だ
と
い
ぇ
よ
う
。

切
り
上
げ
の
圏
内
に

入
っ
た
「
円
」

桜
に
政
府
、
日
銀
当
局
の
度
重
な
る
円
平

価
維
持
の
声
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
0
億
ド

ル
を
こ
え
る
外
貨
準
備
を
持
つ
「
円
」
が
平
価

調
整
の
射
程
圈
内
に
入
っ
て
き
だ
と
と
は
歪
め

な
い
事
実
で
あ
る
。

わ
が
国
の
場
合
は
、
外
貨
の
円
転
換
規
制
な

ど
き
び
し
い
為
替
制
限
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と

と
、
ま
た
そ
の
抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
公
社
債

に
対
t
る
外
人
投
資
も
実
際
上
玉
不
足
の
限
界

が
あ
る
た
め
、
今
回
の
通
賃
危
機
の
直
接
的
な

延
長
線
上
に
円
切
り
上
げ
が
行
な
わ
れ
る
、
の

と
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
今
後
の
国
際
通
賃
情
勢
の
推
移
い

か
ん
に
ょ
っ
て
は
、
切
り
上
げ
へ
の
国
際
的
風

圧
が
一
層
強
ま
る
と
と
、
貿
易
上
の
為
替
操
作

(
リ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ラ
グ
ズ
)
を
主
体
と
す

る
円
投
機
が
激
化
t
る
懸
念
も
あ
る
と
と
な
ど

か
ら
事
態
は
決
し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
。

円
切
り
上
げ
を
め
ぐ
る
評
価
に
つ
い
て
は
、

循
の
関
係
上
、
少
く
と
も
①
輸
出
産
業
を
中

心
と
す
る
国
際
競
争
力
の
低
下
か
ら
、
新
た
な

産
業
合
理
化
へ
の
端
緒
と
な
る
と
と
。
②
輸
入

県
立
鼈
甲
製
作
所
長
崎
市
鹿
の
角

岡
仏
培
唐
佐
世
保
市
ア
ン
チ
モ
ア
ー
仏
像

吉
岡
暁
蔵
山
口
県
焼
物
の
窯
元

吉
岡
正
子
神
奈
川
県
民
芸
品

後
藤
商
店
高
知
市
桜
の
ス
テ
ッ
キ
卸
商

井
上
良
治
五
条
市
鮮
魚
、
精
肉
、
青
果
物

天
狗
屋
万
年
筆
店
彦
根
市
合
成
樹
脂
表
札

阿
久
根
商
工
会
議
所
鹿
児
島
市

木
製
の
鹿
(
置
物
)

大
和
高
田
商
工
会
議
所
大
和
高
田
市繋

業
者

5 4

品
価
格
の
低
下
に
ょ
る
中
小
企
業
、
農
業
へ
の

彰
弊
。
⑧
抽
象
的
な
理
論
ど
お
り
の
イ
ン
フ
レ

抑
制
効
果
に
は
疑
問
符
が
う
た
れ
る
な
ど
の
諸

問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
t
る
江
止
め
て
お
こ

'
ー

〔

う
0今

後
政
府
の
手
に
ょ
っ
て
輸
入
自
由
化
の
推

進
、
関
税
引
下
げ
、
発
霊
上
里
助
の
拡
大

工

妻
妻
三
讐
至
三
毛
三
三
至
三
妻
三
芸
妻
茎
三
茎
妻
三
量
圭
妻
妄
毛
一
三
圭
委
委
三
重
婁
委
妻
毛
妻
書
妻
三
妻
三
三
妄
至
三
妻
書

公
共
投
質
の
増
大
な
ど
、
外
圧
譯
よ
る
円
切
り

上
げ
回
避
の
た
め
の
諸
施
策
が
活
発
化
し
て
と

よ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
高
度
成
長
を
踏
ま
え

て
、
国
民
総
生
産
ベ
ー
ス
に
ょ
る
世
界
讐
位

の
経
済
六
国
に
の
し
あ
が
っ
た
日
本
が
陛
初

め
て
遭
遇
t
る
国
際
的
試
練
で
あ
る
と
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
(
【
九
七
一
・
五
・
一
六
)

取

◇
売
り
希
望

閥
千
々
木
商
会
東
京
都

記
會
叩
、
旗
、
カ
ッ
プ
等

同
桑
原
製
作
所
新
潟
県
つ
り
具

昭
和
町
商
工
会
岡
山
県
割
箸

金
沢
商
工
会
議
所
金
沢
市
池
果
過
機

柳
井
商
工
会
議
所
柳
井
市
紙
器
、
製
菓
材
料

浜
松
商
工
会
議
所
浜
松
市

電
気
炉
、
工
業
電
鷲

1
側

疹
●

号
.
.
.
"
.
.

.

.

.
゛

総
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会
■
鳥
胃
匂
、
亀
匂
亀
亀
匂
、
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亀
亀
、
画
鳥
亀
亀
、
.
匂
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゛
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1
畷
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名
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J
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,
一
一

マ
系、関

0
お
願
い

「
商
工
業
者
法
定
台
帳
」

こ
提
出
に
つ
い
て
、し

当
所
で
は
、
先
般
管
内
商
工
業
の
実
態
を
適

確
に
地
握
し
、
他
地
域
と
の
商
取
引
の
紹
介
等

に
利
用
す
る
と
と
も
に
奈
良
市
産
業
発
展
の
た

め
に
資
す
べ
く
法
定
台
帳
の
作
成
を
急
ぐ
と
と

、
に
、
そ
の
記
入
に
つ
き
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
し
た
。
就
き
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
中
恐
縮

な
が
ら
台
帳
作
成
の
完
壁
を
期
す
意
味
に
お
い

て
未
提
出
の
事
業
所
の
方
は
出
来
る
だ
け
早
目

に
ご
協
力
下
き
い
ま
t
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま

(

゛

゛

営
題
統
織

経
掘
算
組

店
R
避
予
業

商
0
院
"
企 一

.

、

ー
.

(、

断
理
般
イ

診
管
一
、

場
務
業
ケ

市
労
商
一

一

雅
穫
雄
次
三

春
良
敬

野
島
谷

中
中

当
所
恒
例
の
昭
和
四
十
六
年
度
中
卒
新
規
採

用
者
激
励
会
は
、
四
月
七
日
(
水
)
午
後
一
時

よ
り
当
所
三
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

と
の
日
新
し
く
社
会
人
と
し
て
の
希
望
江
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
冬
事
業

所
か
ら
の
若
人
達
九
十
二
名
が
参
加
し
た
。

先
つ
当
所
中
村
専
務
理
事
は
「
歓
迎
の
こ
と

ぱ
」
と
し
て

諸
君
は
今
日
よ
り
社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
の
だ
か
ら
本
当
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
。
奈
良
へ
就
職
し
た
と
い
う
「
縁
」
を
大

切
に
と
「
め
ぐ
り
あ
い
」
徐
を
朗
読
さ
れ
、

今
後
の
人
生
・
運
命
を
自
分
で
創
造
し
切
り
開

く
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
人
間
は

苦
労
し
て
は
じ
め
て
喜
び
を
得
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
人
生
大
い
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
成
功
の

秘
決
と
し
て

①
同
じ
会
社
に
長
く
つ
と
め
る

②
他
人
よ
り
常
に
努
力
す
る

③
人
の
恩
を
感
じ
る

と
こ
を
挙
け
ら
れ
た
。

ま
た
諸
君
は
現
在
金
の
卵
と
い
わ
れ
る
程
産

業
界
に
と
っ
て
は
希
少
価
値
に
は
違
い
な
い

が
、
と
ぅ
し
た
環
境
に
甘
え
ず
あ
せ
ら
ず
信

用
を
貯
え
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
に
ょ
っ
て
他

の
学
卒
者
に
負
け
な
い
立
身
出
世
の
道
が
あ
る

こ
と
を
力
説
さ
れ
、
参
加
者
一
同
に
深
い
感
銘

を
与
え
ら
れ
た
。

引
続
き
来
賓
各
位
か
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

①
立
派
な
奈
良
市
民
と
な
っ
て
相
扶
け
合
う

』
" .

冒

浦
田

石

ヲ

」.
一

6

こ
と
②
健
,
器
一
⑧
イ
エ
ス
、
ノ
ー
を
は

つ
き
り
い
ぇ
る
人
に
な
る
と
と
④
仕
事
に
対

し
て
勇
気
を
持
つ
こ
と
⑤
新
し
い
知
識
の
吸

祭
必
要
⑥
社
会
の
秩
序
を
守
る
こ
と
等
、

何
れ
も
若
人
の
将
来
に
対
ナ
る
激
励
の
ご
と
ぱ

か
噌
b
れ
た
。

引
続
き
当
所
の
零
品
贈
呈
が
中
村
専
務
理

事
よ
り
、
ま
た
奈
良
市
長
の
譽
品
が
仲
野
奈

良
市
観
光
商
工
課
長
よ
り
代
表
者
に
手
渡
さ

れ
、
心
か
ら
若
人
達
の
前
途
を
祝
福
し
た
。

終
了
後
、
付
誓
共
々
羣
参
館
六
劇
場
に

て
長
編
眼
映
画
「
日
本
万
国
聾
<
直
姦

し
く
観
賞
し
楽
し
い
一
時
を
過
こ
し
た
。

一一一

m

嘉
正本

部村
森

一
整
凌

健谷
野
比

矢
由C

一一一

'

、
ー

桝
樫

信
樹

.
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専門診断員を増員
企業の1日ド"ク制度のご利用を.ノ

70年代の企業を、とりまく経営環境は依然として内外ともにきびしいものがありまt。とのような環境の中で
の企業経営はちょっとした欠陥でも大きな支障となる場合があります。
との意味から当所では思わぬ病気を事前に予測防止し、又日頃から抵抗力をつけて頂くため専門家による「企

業の健康診断」制度を開設多数の利用者を見てど好評を得ておりますが、今年度より新たに診断員を増員し本制
度の一層の充実をはかりましたので貴社ビ繁栄のためにもお気怪にご利用下さるようぉすすめ致します。
◎企業を詳細にわたって診断するととによってあなたの企業経営上改善のポイントはどとにあるかを徹底的に
掘り下げ究明し、この改善策を明示すると共1こ今後あるべき姿について勧告致します。
◎診断員は奈良商工会議所の名誉と貢任において行動し、診断上知り得た機密は充分保持致しまt。

(詳細は当所へお問合せ下さい)

^^
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断員の方々

C上

神

、ノ

中村季雄

石浦労務経営事務所

近畿大学講師

関西産業能率学院長
公認会計士税理士中島良次事
務所所長
側大阪工業研究所社長
K.M.C.(近代経営管理協会)
事務所長
野島コンサルタント事務所長

奈良県立短期大学教授

側経研所長

脚桝谷建築設計事務所社長

経営コンサルタント

妹村部経営相談所代表取締役

脚大阪販売研究所

中小企業診断士

矢野コンサルタント事務所長

奈良県立短期大学教授

守屋健一氏

断員

0印は新診断員

経営一般、財務管理

労務管理、教育訓練、人間関係

経営一般、販売促進、教育訓練

店舗改造設計

則務管理、労務管理経営一般

労務全般
商業一般、税務、経理、財務管

販売促進、

経理、税務、

工程管理、生産部門経営一般 、

1販売促進、市場調査、経理、財務
管理

冨ね+

10守

商業

商業、工業

商業

商業、工業

工業

商業、工業

商業、工業

商業、工業

商業

商業

商業、工業

由比凌氏

経営財務管理、市場調査

財務管理、経理

門
(50音順、略敬称)

門

新・0^

商業、工業

野島寛治

橋爪勝次

牧野嘉明

谷博 1子

橋六良

工業

工業

工業

工業

診断員名

経営一般、管理



公
害
に
ょ
る
健
康
被
害
の
無
過
失

賠
償
責
任
制
度
に
関
す
る
要
望

日
本
商
エ
ム
野
読
で
は
、
五
月
十
三
日
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
全
国
商

工
会
迎
合
会
と
迎
名
で
、
本
制
度
の
中
小
企
業
に
及
ぽ
す
膨
響
の
重
大
か
つ
野

さ
に
か
ん
が
み
左
記
の
通
り
要
望
陳
情
し
た
。

要
望
書
H

n

昨
年
の
美
十
器
時
国
会
譯
お
い
て
、
十

四
件
の
公
害
関
係
法
律
が
新
た
に
制
定
あ
る
い

は
改
正
さ
れ
た
。

産
業
界
は
、
規
模
の
大
、
中
、
小
を
問
力

ず
、
い
ず
れ
も
公
害
問
題
の
重
大
性
工
か
ん
が

み
、
多
大
の
負
担
に
耐
え
て
公
害
の
末
然
防
止

に
賢
叩
に
努
力
し
つ
つ
ぁ
る
。

今
回
、
政
府
に
お
い
て
は
、
大
気
汚
染
防
止

法
お
よ
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
改
正
K
よ

り
、
公
害
譯
よ
る
健
康
被
害
の
無
過
失
賠
偵
責

任
制
度
を
新
た
に
設
け
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

こ
の
制
度
の
ψ
霽
の
及
ぼ
t
と
こ
ろ
、
企

が
、業迂

呂
槌
と
っ
て
ま
こ
と
に
重
大
か
つ
深
刻
で

あ
り
、
と
く
に
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
そ
の

存
立
か
危
殆
絵
t
る
お
そ
れ
少
な
し
と
し
な

ニ
、
天
災
そ
の
他
不
可
抗
力
に
も
と
づ
い
て
生

じ
た
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、
本
法
を
適
用

し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
い
。

三
、
工
場
、
事
業
場
の
事
業
活
動
に
従
事
す
る

者
の
強
上
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、
本

法
を
適
用
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
い
。

四
、
有
害
物
質
の
排
出
及
び
蓄
積
の
実
態
が
明

ら
か
で
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

本
法
の
施
行
に
当
っ
て
は
、
相
当
の
猶
予
期

間
を
お
き
、
こ
の
間
に
、
関
係
機
関
に
お
い

て
は
、
汚
染
お
よ
び
蓄
私
の
実
態
を
迅
速
か

つ
的
確
江
調
古
、
公
表
す
る
等
万
全
の
措
置

を
講
ぜ
ら
れ
た
し
。

五
、
国
に
お
い
ぐ
は
、
損
鴛
償
を
担
保
す
る

た
め
、
企
業
内
§
一
金
制
度
あ
る
い
は
賠
償

保
険
制
度
を
創
設
す
ろ
等
中
小
企
業
に
対
す

る
特
別
の
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
。

昭
和
四
十
六
年
五
月
十
三
日

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
小
山
省
二

、
C

し

よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
譯
下
記
の
通

り
要
望
し
、
格
段
の
ご
高
配
を
わ
ず
ら
力
し
た

、
0

し

排
出
・
排
水
規
凖
を
遵
寸
し
て
い
る
事
業

、者
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
適
用
が
な
い
旨
を

明
ら
か
戸
さ
れ
た
い
。
な
お
、
そ
れ
が
不
可

能
な
場
合
で
も
、
裁
判
所
が
損
害
賠
償
の
責

任
お
よ
び
範
囲
を
定
め
る
場
合
に
、
と
れ
を

し
ん
し
ゃ
く
す
る
こ
と
か
で
き
る
旨
を
明
記

さ
オ
ナ
し

元
本
獅
万
円
ま
で

利
子
は
非
課
税

全
国
商
工
会
連
合
会

日
本
商
工
<
.
武
所

業
庁
だ
よ
り
,

公
害
防
止
資
金

借
入
れ
の
保
険
制
度

企」中一
一

会
長
小
川
平
二

(
子

会
頭
永
野
器

公
害
防
止
設
備
の
設
置
や
工
場
移
転
な
ど
、

巾
小
介
業
に
お
い
て
も
公
冉
関
係
投
質
芽
建

に
そ
の
必
要
が
で
て
き
て
い
る
だ
け
で
な
く
投

質
額
、
大
口
か
つ
長
期
二
わ
た
る
と
と
も
多
い

と
思
わ
れ
ま
寸
。
そ
の
場
A
口
、
民
問
金
融
機
関

に
資
金
の
一
,
拶
仰
ぐ
こ
と
も
当
然
予
想
さ
れ

ま
ナ
が
、
元
来
、
公
害
関
係
投
質
ば
直
按
の
利

を
生
ま
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
金

融
隣
側
の
貸
出
し
も
や
や
、
t
る
と
渋
く
な

り
が
ち
な
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
ナ
。
公
害
喪
資

へ
の
応
援
は
田
や
県
な
ど
で
も
や
っ
て
い
ま
ナ

が
、
民
間
金
融
機
関
の
資
金
を
こ
の
た
め
に
動

員
t
る
こ
と
も
大
切
な
と
と
で
す
。
政
府
で
は

と
の
よ
う
な
事
態
を
解
決
す
る
た
め
、
中
小
企

業
名
の
民
櫛
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
公
告
関
係

借
入
れ
を
容
易
に
す
る
よ
う
、
そ
の
借
入
れ
の

信
用
保
険
制
度
を
作
る
関
係
肇
を
国
会
に
提

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
成
立
の
袈
と
な
り
、

せ
っ
せ
と
働
い
て
、
食
糧
を
た
く
わ
え
た
ア

り
の
と
こ
ろ
へ
、
夏
の
間
、
遊
び
ほ
う
け
た
ギ

リ
ギ
リ
ス
が
、
冬
洋
な
っ
て
中
.
己
つ
く
と
し
う

ソ
ッ
プ
の
条
あ
り
ま
t
が
、
璽
四
は
生
活

イの
安
定
さ
せ
、
向
上
さ
せ
る
た
め
添
か
せ
な

い
、
の
で
ナ
。
と
と
ろ
で
預
金
の
利
子
な
ど
に

も
税
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
タ
ナ
ポ
タ
式
に
が

つ
ぱ
り
金
が
は
い
り
,
ま
あ
、
貯
金
で
も
し
て

お
こ
j
 
と
い
う
の
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
や
り

く
り
し
て
、
た
く
わ
え
た
も
の
で
あ
れ
ぱ
、
せ

め
て
そ
の
利
子
ぐ
ら
い
税
金
が
か
か
ら
な
い
も

の
か
、
と
思
う
の
も
、
ま
た
人
情
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
税
金
の
か
か
ら
な
い
預
金
は
な
い

、
の
か
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ま
ナ
、
郵
便
貯

金
が
あ
り
ま
す
。
と
れ
は
、
一
人
百
万
円
ま
で

預
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

銀
行
預
金
工
は
、
俗
に
四
と
い
わ
れ
て
い
る

「
少
額
貯
紫
非
課
税
制
度
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
t
。
預
け
て
い
る
銀
行
へ
「
非
課
税
貯
蓄
巾

告
書
」
な
ど
を
出
せ
ぱ
、
一
人
元
本
百
万
円
(

来
年
一
月
一
日
か
ら
百
五
十
万
円
)
ま
で
の
利

子
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
国
偵
に
つ
い

て
は
、
一
人
元
本
五
十
万
円
(
来
年
一
打
一
日

か
ら
百
万
円
)
ま
で
の
利
子
に
も
力
力
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
を
合
計
す
れ
ぱ

一
人
元
本
二
百
五
十
万
円
ま
で
の
利
子
江
は
、

税
金
が
か
か
ら
な
い
と
と
に
な
り
ま
す
。

9

(、

凱

四
"
十
日
か
ら
公
布
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

系
し
た
。
本
決
り
と
な
っ
た
内
容
は
、
概
ね
次

の
と
船
り
で
す
。

θ
各
信
用
経
協
会
で
保
証
し
て
貰
え
ま
ナ
。

(
四
月
十
日
か
ら
実
施
)

⇔
聖
爲
は
①
公
害
防
止
護
需
賞
用

(
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音
振
動
、

ー
.j

釜
沈
下
、
悪
臭
、
産
業
廃
棄
物
関
係
の
処
廻

施
設
と
そ
の
附
属
設
備
お
よ
び
分
析
関
係
妓

器
)
②
工
場
移
転
賓
用
(
都
市
計
、
里
の
住

居
地
域
、
専
木
地
域
、
凖
工
業
地
域
な
と
か

ら
公
害
防
止
の
た
め
に
低
開
発
地
域
、
近
郊

整
備
地
帯
な
ど
へ
移
転
す
る
費
用
で
、
士

地
、
建
物
、
機
械
設
備
そ
の
他
の
取
得
代

釡
)
⑧
谷
防
止
事
業
者
負
担
索
五
条
の

事
業
者
負
担
<
婁
用
(
国
や
地
万
公
共
団
体

が
実
施
す
る
公
害
防
止
事
業
の
費
用
で
具
体

的
ケ
ー
ス
に
応
し
関
係
企
業
が
そ
の
費
用
を

負
掘
ナ
る
も
の
)
④
そ
の
他
璽
尖
隠
ぶ

別
に
定
め
忘
刀
合
の
費
用
)

国
保
険
限
度
額
は
最
低
中
小
靈
者
一
人
当
り

二
千
万
円
(
詣
保
険
と
は
別
枠
、
組
合
の

響
は
四
千
万
円
)

＼

^
^
^
■
片
^
、
^
^
・
L
、
^
^
^
^
^
日
^
少
^

厘
)
前
後
と
普
通
保
険
に
比
べ
て
低
1
な

つ
て
い
る
。

国
対
象
金
融
機
関
ば
、
①
銀
行
②
信
用
金
軍
お

よ
び
補
金
霊
合
会
③
信
用
協
鼎
合
お

よ
び
信
用
協
同
組
合
連
合
会
④
農
林
中
央
金

軍
⑤
商
工
中
金
⑥
国
民
金
融
金
庫
⑦
中
小
企

業
金
融
公
庫
⑧
環
境
術
生
金
融
公
庫
で
t
。

対
象
施
設
な
ど
の
細
目
な
ど
は
、
中
小
釜
<

信
用
保
険
法
施
行
滉
則
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
ナ

と
く
二
お
知
り
譯
な
り
た
い
方
は
、
最
寄

゛
、
、
力り

の
商
工
余
所
、
信
用
保
証
協
会
な
ど
に
お

汎
ね
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
の
実
施
と
と
も
二
、
こ
れ

と
直
接
の
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
中

小
企
業
者
の
資
黒
要
の
大
口
化
の
傾
向
に
対

処
す
る
た
め
、
普
通
保
険
、
特
別
小
口
保
険
工

つ
い
て
も
中
小
企
響
一
人
当
り
保
倹
籍

を
引
上
げ
ま
し
た
の
で
、
御
利
用
下
さ
い
。

画

(
ゞ

、
一
報清二ミ
.
一

.,

商工会議所は^それぞれのを

域の経済発展を目指〔

て事業を図っていま1

殿

商工会議所はー^商工業者のi

ビス機関です。商二

業者の世論を商工会粛

所に集めましょう。

^

日商陳情

(
J

商工会議所は^日本と世界を

結ぶ唯一の経済団体て

す。



11ー
ー近

商
連
小
規
模
事
業
担
当
者
会

議
に
出
席

近
畿
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
去
る
三
月
二

十
六
貝
午
後
一
時
よ
り
六
阪
商
工
会
議
所
に

お
い
て
昭
和
四
十
六
年
度
の
小
規
模
事
業
対
策

を
中
心
に
標
記
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。
な
お

当
所
か
ら
は
中
村
指
導
員
が
出
席
し
た
。

1

ー
ー
ー
ー
ー

ト
ー
ー
ー

'
,
 
k

昭
和
四
十
五
年
度

第
五
回
経
営
指
導
員
研
修
会

県
下
小
規
繁
苦
讐
改
専
及
事
苦

円
滑
か
つ
効
釆
的
な
指
導
を
実
施
す
る
為
特
に

記
帳
継
続
指
導
の
機
械
化
の
推
進
に
資
す
る
た

め
の
研
修
会
が
三
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の
両

日
、
静
岡
県
田
方
郡
大
仁
町
東
京
電
気
鵠
大
仁

工
場
に
お
い
て
県
下
響
指
導
員
約
三
十
五
名

参
加
の
下
に
朋
縦
さ
れ
、
当
所
よ
り
吉
田
指
導

員
が
出
席
し
た
。

既
に
本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
中
の
静
岡
県
商
工

会
連
合
全
木
事
務
局
長
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
に
ょ
る
記
帳
指
導
の
姓
め
方
を
説

明
。
ま
た
東
」
、
釜
気
妹
シ
ス
テ
ム
課
長
代
理
ら

(
三
月
1
五
河
)

が
実
地
指
導
を
行
い
今
後
の
記
帳
指
導
の
上
N

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

ま
た
一
同
、
東
京
電
気
妹
大
仁
工
場
内
を
見

学
意
義
深
い
研
修
を
終
え
た
。

近
商
連
常
任
理
事
会
に
出
席

近
畿
商
工
会
議
所
連
合
会
主
催
の
常
任
理
事

会
は
三
月
二
十
九
日
(
月
)
大
阪
商
工
会
議
所

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
所
よ
り
中
村
専
務
理

事
が
出
席
し
た
。

近
商
連
業
務
担
当
者
会
議
に
出

席近
畿
商
工
会
議
所
連
合
会
主
催
の
業
務
担
当

者
会
議
は
三
月
二
十
九
日
(
月
)
福
井
商
工
会

議
所
で
開
催
さ
れ
、
当
面
の
会
議
所
事
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
当
所
か
ら
は
和
井

田
事
鷺
長
が
出
席
し
た
。

近
商
連
商
業
流
通
担
当
者
会
議

に
出
席

特
定
店
舗
等
ス
ー
バ
ー
の
憲
に
関
す
る
調

ナ
辱
実
施
の
た
め
の
標
記
担
当
者
会
議
は
三
月

ー
,

ト
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー

三
十
日
(
火
)
十
一
時
よ
り
大
阪
商
工
会
議
所

特
別
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
所
よ
り

木
戸
業
務
課
長
が
出
席
し
た
。

な
船
当
日
は
「
昭
和
四
十
六
年
度
流
通
施
策

と
小
売
商
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
通
商
産
業
省

企
業
局
商
務
第
一
課
長
竹
村
豊
氏
の
講
話
が
あ

ナ

北
九
州
商
工
会
議
所
一
行
来
所

四
月
二
十
一
日
(
水
)
梨
本
北
九
州
商
工
会

議
所
専
務
理
事
ら
一
行
四
名
が
来
所
、
当
所
よ

り
和
井
田
事
務
局
長
、
木
戸
課
長
が
応
待
種
々

懇
談
し
た
。

た
め
の
奈
良
県
昭
和
四
十
六
年
度
設
備
近
代
化

資
金
貸
付
要
領
が
過
般
ま
と
ま
り
、
当
所
で
は

そ
の
実
施
要
領
や
借
入
希
望
調
査
の
か
き
方
に

つ
い
て
四
月
十
三
日
(
火
)
説
明
会
を
開
催

吉
田
指
導
員
が
概
要
を
説
明
し
た
。
出
席
者
は

二
十
四
名
で
あ
っ
た
。

西
大
寺
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

1
関
連
部
会
正
副
部
会
長
会
議

の
開
催

西
大
寺
シ
 
j
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
専
門
店
入

店
等
に
関
し
て
左
記
に
ょ
り
関
連
正
副
部
会
長

会
議
を
開
催
し
た
。

記

一
、
と
き
四
月
十
三
日
午
後
二
時

一
、
と
と
ろ
当
所
ホ
ー
ル

一
、
出
席
大
東
観
光
部
会
長
他

一
、
議
件
西
大
寺
シ
,
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
テ
ナ
ン
ト
に
つ
い
て

第
5
回
1
G
S
審
査
委
員
会
の

開
催

四
月
十
三
日
、
当
所
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
河

合
委
員
長
外
十
六
委
員
の
出
席
を
え
て
祭
審

査
会
を
開
催
し
た
。
と
の
1
G
S
 
(
国
際
親
善

店
)
登
録
制
度
は
、
商
業
の
国
際
レ
ベ
ル
を
一

層
高
め
る
と
と
を
目
的
と
し
、
昨
年
度
よ
り
実

施
当
日
の
委
員
会
で
は
四
十
五
年
度
1
G
S

制
度
広
報
等
に
関
す
る
報
告
、
 
1
G
S
制
度
ア

奈
良
市
と
の
懇
談
会

中
小
企
業
を
い
か
に
指
導
t
る
か
を
テ
ー
マ

と
し
た
欝
懇
談
会
は
三
月
三
十
一
日
(
水
)

午
後
五
時
よ
り
百
譜
お
い
て
開
催
奈
良
市

側
よ
り
川
尻
経
済
部
長
、
仲
野
観
光
商
工
課

長
、
高
井
商
工
係
長
ら
が
出
席
、
当
所
よ
り
は

中
村
専
務
理
事
、
和
井
田
局
長
、
木
戸
、
中
村

課
長
が
出
席
し
た
。

商
業
小
売
部
会
正
副
部
会
長
会

議
の
出
席

商
業
小
売
部
会
で
は
当
面
の
部
会
運
営
等
に

つ
き
左
記
に
ょ
り
標
記
部
会
長
会
議
を
開
催
し

奈
良
県
労
働
対
策
協
議
会
に
出

席標
記
協
議
会
は
去
る
三
月
三
十
日
、
午
後
一

時
三
十
分
よ
り
共
済
会
館
や
ま
と
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
県
労
政
課
・
安
定
課
・
奈
良
労
働
基

凖
局
・
公
共
職
業
安
定
所
・
婦
人
少
年
室
・
県

経
営
者
協
会
等
、
関
係
団
体
及
び
中
小
企
業
集

団
六
団
体
が
出
席
、
当
所
か
ら
高
木
指
導
員
が

出
席
し
、
昭
和
四
十
五
年
度
労
務
改
善
事
業
報

告
及
び
昭
和
四
十
六
年
度
新
規
指
定
集
団
の
候

補
の
検
討
、
今
後
の
集
団
指
導
方
針
に
つ
い
て

種
々
協
議
し
た
。

1
乢
会
N
議

と
き
三
月
三
十
日
、
午
後
一
時

、

と
と
ろ
当
所
ホ
ー
ル

、一
、
出
席
奈
良
市
内
各
商
店
街
会
長

一
、
ゲ
ス
ト
奈
良
県
商
工
課

小
松
、
井
上
係
長

奈
良
市
経
済
部

川
尻
経
済
部
長

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー

ジ
一
ス
コ
担
当
者

一
、
当
所
河
合
副
会
頭
、
中
村
専
務
理
事

和
井
田
局
長

一
、
議
件
①
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
プ
ミ
リ
ー

の
建
設
概
要
に
つ
レ
て

②
ジ
一
ス
コ
に
つ
い
て

③
テ
ナ
ン
ト
に
つ
い
て

記

問
、
女
子
コ
ー
ス
は
四
月
二
十
二
日
、
二
十
三

日
、
二
十
六
日
の
三
日
間
い
ず
れ
も
一
時
三
十

分
よ
り
五
時
ま
で
当
所
三
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ナ
講
義
内
{
谷
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
心

構
え
」
「
環
境
の
変
化
と
自
己
啓
発
」
科
学
的

な
仕
事
の
す
す
め
方
」
「
職
場
に
あ
な
た
の
創

意
を
」
「
会
社
の
し
く
み
と
人
間
関
係
」
等

で
、
他
に
「
電
話
応
待
の
し
か
だ
」
を
電
話
局

の
指
導
で
実
地
訓
練
し
た
。

ま
た
講
師
は
妹
ハ
ン
ケ
ン
参
事
飯
田
芳
郎
氏

同
主
事
山
田
耕
二
氏
ら
で
驫
生
四
十
四
名
は

最
後
ま
で
熱
心
に
聴
講
し
、
有
意
義
な
セ
ミ
ナ

ー
で
あ
っ
た
。

記

一
、
と
き
四
月
六
日
、
午
後
二
時

と
こ
ろ
当
所
ホ
ー
ル

、、

出
席
細
田
部
会
長
、
上
村
、
増
田
、

荒
木
副
部
会
長

一
、
議
件
当
面
の
部
会
運
営
に
つ
い
て

奈
良
経
済
同
友
会
幹
事
会
開
催

奈
良
経
済
同
友
会
幹
事
会
は
四
月
九
日
(
金
)

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
当
所
ク
ラ
ブ
室
に
お

い
て
開
催
、
杉
山
代
表
幹
事
を
は
じ
め
亀
田
、

小
山
、
植
田
、
亀
井
、
安
川
、
杉
本
各
幹
事
が

出
席
、
昭
和
四
十
六
年
度
総
会
等
の
事
前
打
合

せ
を
行
な
っ
た
。

労
災
保
険
年
度
更
新
事
務
打
合

せ
会
に
出
席

昭
和
四
十
六
年
度
労
災
保
険
年
度
更
新
事
務

説
明
会
は
奈
良
労
働
基
準
局
主
催
で
四
月
十
日

十
時
よ
り
同
所
会
議
室
に
お
い
て
開
催
、
黒
田

調
査
官
が
保
険
料
率
の
一
部
改
正
に
伴
う
更
新

手
続
き
の
変
更
を
詳
細
説
明
し
た
。
当
所
事
務

組
合
よ
り
吉
田
指
導
員
が
出
席
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
度
奈
良
県
中
小

企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制

度
説
明
会
開
催

中
小
企
業
の
合
理
化
、
近
代
化
を
促
進
す
る

h

.
所
W
の
ー
つ
"

ゞ

ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
、
四
十
六
年
度
更
新
登
録

に
つ
ぃ
て
審
議
さ
れ
た
。
種
々
審
議
の
結
果
更

新
登
録
希
望
店
五
十
七
店
が
承
智
れ
、
ま
た

新
規
二
店
を
選
定
し
た
。
(
記
事
別
掲
)

鳴
門
商
工
会
議
所
一
行
来
所

四
月
十
四
日
(
水
)
鳴
門
商
工
会
議
所
よ
り

新
宮
事
務
局
長
ら
四
名
が
来
所
、
当
面
の
会
議

所
事
業
に
つ
い
て
種
々
懇
談
す
る
と
共
に
当
所

建
設
の
奈
保
団
地
を
見
学
し
た
。
な
お
当
所
よ

り
は
中
村
指
導
課
長
が
同
行
種
々
説
明
に
当
た

ナ昭
和
四
十
六
年
度
記
帳
継
続
指

導
に
関
す
る
指
導
員
研
修
会
開

催
さ
る

昭
和
四
十
六
年
度
記
帳
継
続
指
導
員
研
修
会

は
四
月
十
八
日
奈
良
税
務
署
に
お
い
て
、
奈
良

税
務
署
管
内
記
帳
指
導
員
出
席
の
下
に
開
催
き

れ
、
本
年
度
の
指
導
上
の
要
点
等
種
々
研
修
が

な
さ
れ
た
。
な
お
当
所
よ
り
岡
安
記
帳
専
任
職

員
が
出
席
し
た
。

新
入
社
員
研
修
講
座
開
催

当
所
で
は
企
業
で
働
く
新
し
い
社
員
と
し
て

の
心
構
え
、
正
し
い
物
の
見
方
、
考
え
方
等
を

一
日
も
早
く
身
に
つ
け
て
活
躍
し
て
も
ら
う
だ

め
の
祭
新
入
社
員
研
修
講
座
を
男
子
コ
ー
ス

は
四
月
十
九
日
よ
り
一
一
十
一
日
ま
で
の
三
日

奈
良
経
済
同
友
会
総
会
開
催

奈
良
経
済
同
友
会
の
昭
和
四
十
六
年
度
総
会

は
四
月
二
十
日
(
火
)
五
時
三
十
分
よ
り
当
所

ウ
ラ
ブ
室
に
お
い
て
行
な
わ
れ
浅
田
、
杉
山
両

代
表
幹
事
ら
が
出
席
、
昭
和
四
十
五
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
を
審
議
、
ま
た
役

員
改
選
及
び
昭
和
四
十
六
年
度
事
業
計
画
を
審

議
し
た
。

ー
ー
↓
 
1

"

、
、

商
業
調
整
翌
忠
=
の
開
催

当
所
で
は
か
ね
て
ょ
り
建
設
計
画
中
の
西
大

寺
シ
,
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
関
t
る
専
門
店

の
出
店
方
法
等
に
つ
き
関
係
者
の
出
席
を
得
て

左
記
の
通
り
標
記
懇
談
会
を
開
催
今
後
の
出

店
申
込
取
纒
め
等
に
つ
い
て
種
々
協
議
を
し

(
、

(

(《

(
、

ナ
0

Ⅱ

た
0

11'^

、.
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.



定
例
税
務
相
談
の
開
催

悦
の
問
題
は
、
企
業
に
と
っ
て
六
き
な
問
題

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
当
所
で
は
毎
月

術
に
桜
誓
峪
じ
て
お
り
ま
す
。
四
月
は
二

十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

な
お
こ
の
相
談
零
業
納
税
の
立
き
立
っ

て
の
個
別
相
談
で
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ビ

利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
す
す
め
致
し
ま

す
J
加
二
あ
り
ミ
し
た
ら
当
所
へ
予
告
し

て
下
さ
い
。
相
談
日
を
ビ
連
讐
し
ま
す
。

名
が
参
加
し
て
朋
催
さ
れ
森
田
理
子
(
奈
良
商

崇
高
等
学
校
)
さ
ん
が
 
7
て
ろ
ぱ
ん
奈
良
県

ミ
の
栄
冠
を
希
、
又
、
来
る
五
月
二
十
三
日

の
全
国
大
会
に
は
学
生
の
部
上
位
四
名
が
本
県

代
表
と
し
て
参
加
す
る
。

記
帳
継
続
指
導
の
実
施
(
4
、
5
且

当
所
中
小
余
相
談
所
で
は
正
し
い
、
器

に
ょ
る
明
る
い
界
管
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

月
毎
記
帳
乳
靴
指
導
を
実
務
的
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
四
月
は
二
十
一
日
1
二
十
四
日
の
四

日
問
、
五
月
は
十
一
日
1
十
四
日
の
四
日
県
六

施
致
し
ま
し
た
。
な
お
と
の
指
導
は
、
当
所
記

帳
指
導
員
波
辺
琴
之
及
ひ
岡
宏
器
導
1
員

が
担
当
致
し
ま
し
元

奈
良
商
店
共
済
会
役
員
会
・
総

会
開
催

昭
和
四
十
六
年
度
奈
良
商
店
共
済
会
役
員
会

及
鷲
会
は
四
月
二
十
七
日
(
火
)
午
後
二
時

よ
り
奈
良
商
工
会
欝
及
び
あ
や
め
館
に
お
い

て
畷
、
細
田
会
長
、
上
村
副
会
長
ら
会
員
十

名
が
出
席
し
た
。
当
日
は

①
昭
和
四
十
五
年
度
収
宗
仙
璽
戸
を
轟

②
役
員
改
選
K
つ
い
て
は
、
前
役
員
が
六
名

留
任
し
た
。
ま
た
今
後
の
烹
否
し
て
誕
生
会

緑
続
令
一
力
珂
に
一
回
)
及
び
生
張
配
習
会

の
P
R
等
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
改
正
点

新
桜
構
で
、
い
ま
ま
で
と
変
っ
た
お
も
な
点
は
、
次
の
と
お
り
で
t
。

い
ま
ま
で
の
所
得
醜
、
宍
法
人
醜
弥
お
よ
び
聞
繋
、
亦
の
課
制
が
な
く
な
り
、
需
」
の
か
わ
り
に

1

7
部
門
」
と
い
う
名
称
に
な
り
、
「
課
長
」
に
か
わ
っ
て
「
統
括
器
調
査
官
」
が
お
か
れ
ま
す
。

②
徴
収
器
管
轟
と
名
称
が
か
わ
り
ま
す
が
、
担
当
事
務
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

③
各
部
門
で
は
、
い
ま
ま
で
の
「
係
」
が
な
く
な
り
、
部
門
の
中
の
担
当
事
務
は
、
た
と
え
ぱ
、

「
喜
申
告
張
担
当
」
、
「
異
覧
当
」
な
ど
の
表
示
を
し
ま
t
。

第
二
十
五
回
国
民
算
珠
競
技
大

会
奈
良
県
予
選
開
催

奈
良
県
,
会
議
霊
合
会
主
催
、
そ
ろ
ぱ

ん
歪
県
一
を
き
め
る
県
予
器
、
四
刃
二
十

五
日
(
n
)
奈
良
商
工
会
議
所
に
お
い
て
十
九

一
、
と
き
五
月
六
・
七
日
の
二
日
尚

い
ず
れ
も
午
後
一
時
~
二
十
分
よ
り

と
こ
ろ
当
所
三
階
ホ
ー
ル

、

奈
良
公
共
墜
下
嵳
所

謡
冉

師

、

一
室
口

出
口
烹
丞
町
課
長
、
岡
田
ル
管

奈
良
労
働
基
篇

黒
覗
翌
官

査
社
会
保
険
事
務
所

条
第
一
倭
、
中
井
誓

当
需
木
指
導
員

吉
田
指
導
員

一
、
テ
ー
マ
樹
失
業
保
険
の
あ
ら
ま
し

(
霧
組
合
の
手
続
き
に
つ

い
て
)

②
健
康
保
険
の
あ
ら
ま
し

偲
心
^
^
^
^
^
^
^
^
、
,
^
オ
d
^
^

業
退
職
妥
済

W
生
年
金
の
あ
ら
ま
し

男
災
保
険
の
あ
ら
ま
し

(
事
務
組
合
の
器
き
に
つ

い
て
)

一
、
参
加
者

延
九
十
九
名

昭
和
四
十
六
年
度
第
一
回
経
営

指
導
員
連
絡
会
に
出
席

奈
良
県
で
は
本
年
度
小
鞍
璽
指
導
方
針

等
を
中
心
に
去
る
五
打
七
日
、
六
廻
密
商
工

会
議
所
に
お
い
て
朋
催
し
た
。
な
お
当
所
か
ら

は
中
村
指
導
員
が
出
席
し
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
の
指
導

淵
納
整
理
、
徹
収
の
m
藹
那
立
(

署
長

コ
し

一
三
口

各
種
社
会
保
険
制
度
の
実
務
説

明
会
の
開
催

労
災
・
失
少
森
険
・
従
舮
保
険
・
厚
生
年
金

等
社
会
保
険
は
、
心
券
脊
の
上
で
関
係
深
い

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
制
度
の
変
更
が
し
ぱ
し

ば
あ
り
、
実
務
担
当
者
に
と
っ
て
は
困
る
場
合

が
多
い
と
と
よ
り
、
炉
飽
講
習
会
を
左
記
に
ょ

り
閉
催
し
た
。
嘉
岩
黛
心
距
講
し
、
ま

た
活
淡
な
質
疑
応
答
の
う
ち
に
閉
講
し
た
。

ガ
)

ク
)

ク
)

正
副
会
頭
会
議
開
催

当
所
で
は
五
河
八
日
当
所
ホ
ー
ル
に
お
い
て

正
副
会
頭
<
区
雨
催
当
面
の
製
に
つ
い

て
博
吠
し
た
。
な
お
当
日
は
崟
.
会
頭
、
河

合
、
小
山
副
会
顕
が
出
席
し
た
。

奈
良
県
珠
算
協
会
総
会
に
出
席

系
長
珠
算
弼
会
塗
尿
五
河
九
日
(
日
)

六
和
高
田
商
工
会
館
に
お
い
て
行
な
力
れ
、
当

所
よ
り
中
村
一
券
器
吋
粂
賓
と
し
て
出
席
し

庶
務

会
、
幹
交
二
が
奈
良
県
文
化
会
舗
会
議
室
に
お

い
て
閉
曾
れ
、
五
月
十
六
日
(
日
)
奈
良
県

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
一
＼
仰
く
若
人
一
、

四
0
0
名
が
◆
璽
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

十
二
時
三
十
分
開
場
さ
れ
、
徳
田
商
工
為

部
長
が
、
臭
田
奈
良
呉
知
事
の
代
理
と
し
て
勤

労
原
ノ
年
に
贈
る
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
、
引
き

統
き
演
芸
に
入
県
始
な
ご
や
か
条
し
い
午

後
を
過
ご
し
九
。
な
お
当
所
か
ら
は
五
十
一
名

が
こ
れ
に
参
加
し
た
。

小
企
業
税
務
対
策
連
絡
会
に
出

席奈
良
貌
務
署
で
は
本
年
・
誓
色
印
告
の
暫
及

と
謬
指
導
方
針
を
中
心
に
去
る
五
月
十
三

日
、
合
同
庁
舎
会
議
室
に
て
標
記
器
会
を
開

催
し
た
。
な
お
当
所
よ
り
中
村
指
遵
員
が
出
席

し
た共

同
宿
舎
運
営
協
議
会
通
常
総

会
理
事
会
の
開
催

当
所
で
は
那
薄
墨
中
の
露
貫
共
同
宿
舎

,
み
あ
と
工
緊
の
逗
慕
零
一
器
塗
及
び

梨
X
妻
左
記
に
ょ
り
朋
f
た
'

1
j

で
〆i
●

一
゛
ー
'

-
1
倒
税
部
門

奈
良
県
商
工
会
議
所
連
合
会
総

会昭
詔
十
六
年
度
奈
良
県
商
工
会
議
}
望
合

会
零
は
五
剣
十
日
(
月
)
奈
良
ホ
テ
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
度
収
支
決
算

及
び
昭
和
四
十
六
年
度
予
算
索
に
つ
い
希
議

し
た
。な

お
当
日
は
奈
良
商
工
会
議
所
樹
は
崟
会

頭
以
下
⑳
名
'
田
商
工
金
繞
は
池
内
会
頭

以
下
十
名
が
出
・
席
し
た
。

第
四
回
働
く
若
人
の
祭
典
に
参ヒ

ヨ
 
3

(
謬
室
)

(
二
階
)

(
ク
)

恰
昭
和
四
十
六
年
艮
収
支
予
算

女
・
姦
の
件

③
そ
の
他

西
大
寺
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

1
出
店
希
望
者
説
明
会
の
開
催

当
所
で
は
か
ね
て
ょ
り
西
大
寺
シ
"
ツ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
テ
ナ
ン
ト
出
店
希
望
者
を
取
鬻

て
い
ま
し
た
が
去
る
四
月
三
十
日
締
切
、
そ
の

結
果
出
店
希
望
者
を
村
き
左
記
に
ょ
り
標
記

説
明
会
を
開
催
し
た
。

記

ズ
と
き
五
月
十
二
日
午
後
二
時

一
、
と
こ
ろ
当
所
ホ
】
ル

ズ
出
席
河
合
副
会
頭
、
中
村
謬
理

事
、
和
井
田
局
長
他
出
店
希
望

者
三
十
三
名

一
、
ゲ
ス
ト
奈
良
市
経
済
部

川
尻
部
長

グ
ィ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ブ
ミ
リ
ー
担

当
老

第
二
十
五
回
国
民
珠
算
競
技
大

会
に
参
加

五
月
二
十
三
日
(
日
)
実
践
商
業
一
琴
学
校

に
て
実
施
さ
れ
た
。
奈
良
県
か
ら
は
、
県
一

位
森
田
理
子
(
奈
良
商
業
高
等
学
校
)
他
上

位
入
賞
岩
三
名
、
計
四
名
が
学
生
の
部
で
参
加

し
ナ

一

(
ク
)

(

0
お
知
ら
せ

第
凶
回
働
く
若
人
累
典
は
、
三
河
二
十
三

日
、
四
月
二
十
日
及
び
五
月
十
日
と
実
行
委
員

.

、

と
き

と
こ
ろ

出
席

、

己一一U

.

(

1

、

奈
良
税
務
署

七
月
か
ら
、
当
奈
良
需
署
暴
繁
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

◎
新
し
い
機
構
図
1
 
(
部
門
、
課
、
係
名
お
も
な
仕
一
髪
ど
)

一
、
議
件

、

五
月
十
二
日

当
所
ホ
ー
ル

河
合
会
長
、
中
村
謬
郡
、

和
井
田
局
長
他
十
名

山
昭
和
四
十
五
年
度
収
瓢
算

毅
ι
抑
の
件

ー
゛

(
ク
)

(
ク
)

、、

.

1
総
務
課

.

1
念
j
系

ι
、
皐
牙
、
ι

1
介
係

,

1
纂
一
課

..

1
所
得
酔
ξ
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門

写

1
所
§
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1
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門

1
法
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ノ

経
営
者
と
呼
ば
れ
る
不
運
と
不
幸

戦
前
の
話
で
す
が
、
団
た
く
ま
氏
が
M
鉱
山

の
所
長
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
年
末
の
賞
与
は
い

ま
の
金
に
し
て
三
億
円
で
し
た
。
現
代
で
は
組

合
が
う
る
さ
く
て
到
底
と
ん
な
大
金
は
と
れ
ま

せ
ん
。
仮
に
と
れ
だ
と
し
て
も
税
務
署
が
そ
の

九
0
%
近
く
を
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

二

う
0先

だ
っ
て
、
あ
る
小
工
場
主
が
し
み
じ
み
言

い
ま
し
た
。
「
わ
た
し
な
ん
か
銀
行
界
の
繁
栄

の
た
め
に
血
眼
に
な
っ
て
働
い
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
。
取
引
会
社
か
ら
う
け
と
る
支
払
い

は
三
ケ
月
の
手
形
。
不
景
気
に
な
る
と
、
よ
う

し
ゃ
な
く
納
入
品
の
検
収
を
遅
ら
さ
れ
て
実
質

四
力
月
に
も
五
力
月
に
も
な
る
。
そ
れ
で
い
て

工
員
の
サ
ラ
リ
ー
は
現
金
で
し
ょ
。
銀
行
の
窓

口
に
お
百
度
ふ
ん
で
好
給
日
を
す
ま
せ
る
と
ホ

*
と
t
る
。
そ
の
く
り
か
え
し
で
す
。
つ
く
づ

く
経
営
岩
な
ん
か
に
な
る
も
の
じ
ゃ
な
い
と
後

悔
し
て
い
ま
す
よ
」
と
。

そ
う
で
す
。
経
営
考
は
重
い
責
任
と
義
務
を

負
っ
て
フ
ウ
フ
ウ
い
っ
て
い
ま
t
が
、
そ
の
割

に
は
酬
わ
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
も
し
経
営
者

と
し
て
繁
栄
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
な

た
の
生
命
を
カ
ン
ナ
で
削
っ
て
手
に
入
れ
た
も

J
/

の
で
す
。
真
剣
に
な
っ
て
自
衛
し
な
い
と
、
現

代
は
繁
栄
者
の
長
生
き
の
む
り
な
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
資
本
主
義
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
生
け
に
ぇ
な
の
で
t
。

亘石

胃
潰
癌
と
高
血
圧
を
お
そ
れ
よ

経
営
者
を
狙
っ
て
い
る
最
大
の
敵
は
ス
ト
レ

ス
病
で
t
。
た
と
え
ば
胃
潰
癌
と
高
血
圧
の
二

つ
は
、
神
経
を
つ
か
う
経
営
者
に
断
然
多
い
の

で
す
。
と
の
二
つ
は
全
力
を
あ
げ
て
防
ぐ
決
心

を
し
な
け
れ
ぱ
:
・
:
・
。
ま
ず
叩
月
潰
揚
の
予
防
に

は
日
曜
祭
日
は
仕
事
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
好
き

な
道
楽
に
打
ち
と
み
、
一
日
を
夢
中
に
な
っ
て

楽
し
い
こ
と
に
耽
っ
て
血
圧
を
下
げ
、
胃
を
良

く
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
経
営
者
は
、
年
に
二
回
く

ら
い
は
ま
と
ま
っ
た
休
暇
を
と
り
、
行
先
は
秘

書
に
だ
け
教
え
て
行
方
不
明
に
な
り
、
本
当
に

の
び
の
び
し
た
人
生
の
休
暇
を
楽
し
む
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
一
日
八
時
間
の
熟
睡
だ
け
は
ど

ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
確
実
に
守
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
地
上
で
も
っ
と
も
安
全

確
実
な
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
】
兼
降
圧
剤
兼
食
欲

増
進
剤
兼
催
眠
剤
の
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
こ
そ

は
、
経
営
者
の
最
良
の
友
で
す
か
ら
、
一
日
二

合
の
晩
酌
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
胃
が
丈
夫
か
ど
ぅ
か
は
食
生
活
し
だ
い

で
す
か
ら
、
長
生
き
し
て
い
る
経
営
岩
は
、
朝

か
ら
ち
ゃ
ん
と
魚
や
肉
や
チ
ー
ズ
や
卵
を
が
っ

ぽ
り
取
っ
て
い
ま
す
。
過
去
七
年
問
、
名
士
の

献
立
を
批
評
し
て
き
た
わ
た
し
は
高
齢
の
経

営
者
の
食
生
活
が
じ
つ
に
ょ
く
考
え
ら
れ
て
い

て
、
朝
食
の
お
精
進
な
ど
一
人
も
無
い
の
に
お

ど
ろ
い
て
い
ま
す
。
キ
リ
ギ
リ
ス
や
コ
オ
ロ
ギ

の
餌
み
た
い
な
精
進
料
理
で
、
ど
ぅ
し
て
ス
タ

ミ
ナ
や
フ
ブ
イ
ト
が
維
持
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

成
功
し
た
が
、
健
康
を
害
ね
て
急
逝
さ
れ
た
と

い
う
よ
う
で
、
困
る
わ
け
で
、
ち
ゃ
ん
と
必
饗

な
タ
ン
白
や
ビ
タ
ミ
ン
は
取
り
な
が
ら
、
し
か

も
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
の
に
細
心
の
注
.
¥
払

つ
た
グ
ィ
エ
ト
療
法
が
必
要
で
t
。
つ
ま
り
科

学
的
K
讐
に
考
え
ら
れ
た
献
立
が
必
要
で
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
食
事
笂
の
出
せ

る
医
師
の
少
な
い
こ
と
が
一
ば
ん
の
難
点
と
な

つ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
栄
養

学
の
専
門
家
に
と
き
ど
き
メ
ニ
ュ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
経
営
老
の
生

き
の
こ
る
保
険
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
太
る
勿
れ

こ
の
ビ
ろ
ヨ
ー
ロ
 
Z
ハ
や
ア
メ
リ
カ
の
経
営

者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
例
外
な
く
ス
リ
ム

ス
タ
イ
ル
、
つ
ま
り
針
金
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

.こ
と
で
す
。
太
っ
て
い
る
経
営
者
は
苛
烈
な
生

存
競
争
に
堪
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
、
ア
メ
リ
カ

の
生
命
保
険
会
社
な
ど
は
太
っ
た
人
の
加
入
は

断
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
太
っ
て
い
る

人
の
成
人
病
死
亡
率
は
ふ
つ
う
の
人
の
五
0
%

が
た
高
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

身
長
引
く
三
 
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
裟
と

し
、
そ
の
上
下
-
0
%
の
安
全
地
粥
に
自
分
の

体
重
を
保
っ
こ
と
が
何
よ
り
の
霧
で
t
。
と

い
っ
て
故
大
宅
壮
一
先
生
の
よ
う
に
、
栄
養
の

な
い
こ
ん
に
ゃ
く
を
多
食
し
て
体
重
減
少
に
は

ム

t

一
コ
づ
っ
食
べ
る
と
い
う
こ
の
社
長
K
は
、
わ

た
し
も
脱
帽
せ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
-
 
1
三
時
問
の
散
歩
を
欠
か
さ
な
い
た
め

に
、
夜
の
宴
会
は
一
切
出
た
と
と
が
な
い
と
い

う
そ
の
窯
力
の
つ
よ
さ
に
は
全
く
恐
れ
入
り

ま
し
た
。
と
れ
だ
け
の
高
人
生
を
お
く
れ
ば

こ
そ
、
と
の
社
長
は
い
ま
だ
に
八
十
二
才
で
現

役
で
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
ま
す
。

51

車
が
経
営
者
の
生
命
を
縮
め
る

経
営
者
に
と
っ
て
「
時
は
金
な
り
」
で
す
か

ら
、
ど
ぅ
し
て
も
車
に
の
っ
て
と
び
廻
る
は
め

に
な
る
の
で
す
が
、
あ
の
車
こ
そ
は
棺
桶
車
で

あ
っ
て
、
経
営
者
の
生
命
を
削
り
ま
す
。
す
べ

て
の
体
育
の
う
ち
で
も
っ
と
も
合
理
的
な
の
が

歩
行
と
水
泳
で
す
が
、
時
は
金
の
人
間
に
と
っ

て
歩
い
て
い
る
の
は
贅
沢
で
、
と
ぅ
て
い
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

あ
る
社
長
は
七
十
五
才
の
と
き
に
裂
し
た

私
は
「
性
生
活
は
壮
年
時
代
と
大
差
あ
り
ま
せ

ん
な
」
七
糖
し
て
お
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
が
、

そ
の
荏
は
一
年
中
み
か
ん
類
を
欠
か
享
食

べ
る
と
と
と
、
毎
晩
一
時
間
又
は
三
時
問
の
散

歩
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
で
し
た
。

な
る
ほ
ど
柑
橘
類
は
く
だ
も
の
の
女
王
で
、

長
生
き
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
努
た
っ
ぷ
り
含

ん
で
い
る
の
で
、
一
日
も
欠
か
さ
す
夏
蜜
柑
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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r
、
、

車
は
止
む
を
得
な
い
必
要
品
だ
と
は
知
っ
て

い
ま
す
が
、
用
事
が
済
ん
だ
ら
t
ぐ
車
を
下
り

て
歩
く
よ
う
に
努
め
な
い
と
、
人
問
は
二
本
の

脚
を
使
わ
な
く
な
る
と
弱
る
も
の
だ
し
、
中
で

も
ま
ん
中
の
小
さ
な
脚
は
と
と
に
弱
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
二
本
の
脚
は
じ
つ
は
心
臓
循
環
器
系

の
力
を
象
徴
し
て
い
ま
t
。
六
0
年
問
ス
タ
ー

の
座
を
占
め
つ
づ
け
た
モ
ー
リ
ス
・
シ
ユ
バ
リ

ギ、
,

と
と
し
の
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し
は
①
所
得

(

税
で
は
各
種
控
除
額
の
引
き
上

げ
。
青
色
事
業
主
特
別
経
費
凖

備
金
の
創
設
②
相
続
税
、
贈
与

税
で
は
配
偶
者
控
除
な
ど
引
き

上
げ
③
公
害
対
策
、
資
源
開
発

対
策
、
企
業
体
質
強
化
な
ど
に

役
立
て
る
た
め
の
改
正
④
交
際

賢
に
対
す
る
課
税
強
化
1
な
ど

所
得
税
関
係

◇
基
礎
、
配
偶
者
扶
養
の

各
所
得
控
除
を
そ
れ
ぞ
れ
一
万

円
引
き
上
げ
。

◇
給
与
所
得
の
定
額
控
除
を

三
万
円
引
き
上
げ
。

◇
障
害
者
、
老
年
者
か

婦
、
勤
労
学
生
、
特
別
障
害
者

の
各
控
除
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万

<
〆

◇
白
色
申
告
老
の
専
従
岩
控
除
を
二
万
円
引

き
上
げ
。

◇
青
色
事
業
主
特
別
経
費
準
備
金
を
創
設
"

①
毎
年
の
事
業
所
得
の
五
%
相
当
額
(
最
高
十

万
円
)
を
限
度
と
し
て
、
と
の
準
備
金
へ
の
繰

り
入
れ
金
額
は
必
要
経
費
と
す
る
②
希
金
は

毎
年
累
積
繰
り
入
れ
が
で
き
る
③
事
業
者
が
死

亡
、
廃
業
、
引
退
し
た
場
合
は
準
備
金
を
と
り

く
ず
し
、
一
時
所
得
と
す
る
。
と
れ
以
外
で
と

り
く
ず
し
た
り
青
色
申
告
者
で
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
事
業
所
得
と
な
る
。

◇
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が
で
き
る
所
得

限
度
を
五
万
円
引
き
上
げ
。

◇
給
与
所
得
老
が
給
与
以
外
所
得
に
つ
い
て

確
定
申
告
し
な
く
て
ょ
い
金
額
を
、
五
万
円
引

き
上
げ
。

◇
山
林
、
譲
渡
、
一
時
の
各
所
得
の
特
別
控

除
を
十
万
円
引
き
上
げ
。

相
続
、
贈
与
税
関
係

◇
夫
婦
間
で
居
住
用
財
産
を
贈
与
し
た
場
合

の
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
を
二
百
万
円
引
き
上

げ
、
適
用
要
件
の
う
ち
婚
姻
期
問
を
五
年
緩
和
。

◇
相
続
税
の
配
偶
岩
控
除
で
は
、
婚
姻
期
間

十
五
年
を
と
え
る
一
年
に
つ
き
二
十
万
円
を
、

工
の
長
生
き
と
若
さ
の
コ
ツ
は
、
昔
話
を
一
切

し
な
い
で
、
未
来
の
計
画
し
か
話
題
に
し
な
い

と
と
と
、
自
家
用
車
を
使
わ
ず
、
い
つ
も
二
本
の

脚
で
歩
い
た
と
と
、
こ
の
二
つ
だ
そ
う
で
す
。

人
問
は
よ
く
考
え
ら
れ
た
栄
養
食
を
食
べ
、

よ
く
歩
き
、
そ
し
て
ょ
く
休
暇
を
エ
ン
ジ
,
イ

し
て
い
た
ら
、
病
気
を
す
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
毎
日
は
い
か
が
で
t
か
。

円
引
き
上
げ
。

◇
配
偶
者
の
い
な
い
恨
帯
の
一
人
月
の
扶
養

親
族
の
扶
養
控
除
を
一
万
円
引
き
上
げ
。

十
年
を
こ
え
る
一
年
に
つ
き
四
十
万
円
に
引
き

上
げ
。◇

生
命
保
険
金
の
非
課
税
限
度
を
、
法
定
相

続
人
一
人
あ
た
り
五
十
万
円
引
き
上
げ
。

◇
死
亡
退
職
金
の
非
課
税
限
度
を
、
法
定
相

続
人
一
人
あ
た
り
三
十
万
円
引
き
上
げ
。

貯
蓄
奨
励
、
住
宅
対
策
の
た
め
の
減
税

◇
少
額
曾
非
課
税
制
度
の
非
課
税
限
度
を

五
十
万
円
引
き
上
げ
。
株
式
投
資
信
託
を
適
用

対
象
K
加
え
た
。

◇
少
額
国
偵
非
課
稀
度
の
非
課
税
限
度
を

五
十
万
円
引
き
上
げ
。

◇
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
が
成
立
す
る

と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
同
法
の
財
産
形
成
貯
蓄

契
約
K
も
と
づ
き
使
用
者
を
通
じ
て
行
な
う
貯

蓄
は
、
少
額
貯
蓄
非
器
制
度
の
別
わ
く
で
、

元
本
百
万
円
ま
で
の
利
子
は
非
課
税
と
な
る
。

◇
住
宅
や
そ
の
敷
地
の
購
入
等
を
目
的
と
す
る

貯
蓄
で
工
疋
の
要
件
を
備
え
た
も
の
は
、
年
問

積
立
額
の
器
(
最
高
一
万
円
)
が
所
得
税
額

か
ら
控
除
さ
れ
る
が
、
こ
の
最
一
局
限
度
を
さ
ら

に
一
万
円
引
き
上
げ
。

税
務
署
か
ら
-
1
L

、
ら
ー
ー
ー

力
ら
ー
ー
ー
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割
賦
販
売
価
格
等
の

昨
今
易
器
希
写
の
索
方
法
譯
つ
い
て
、
一
器
省
で
は
傘
局
長
名
で
関
係
業

界
紛
団
体
に
消
賓
者
が
支
払
う
総
額
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
「
適
正
な
表
示
の
仕
方
」
を

次
の
よ
う
に
指
示
し
た
.

◎
割
賦
販
売
価
格
等
の
表
示
に
つ

い
て

表
示
方
法
を
指
示

'
倉
第
二
二
五
二
号

割
叫
努
儒
等
の
表
示
K
つ
い
て
は
生
"

献
販
売
方
淡
多
発
す
る
に
伴
い
、
そ
の
表

示
も
複
雑
に
な
り
、
涼
父
者
に
誤
解
を
与
え
る

よ
う
な
お
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

贈
器
法
第
三
条
で
は
、
割
賦
販
索
件

を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
 
W
者
に
対
t
る
正
陛
努
条

件
の
明
示
を
要
求
t
る
法
の
趣
旨
驫
み
、
今

後
割
販
販
稀
格
等
に
っ
い
て
店
頭
表
示
、
広

告
、
チ
ラ
シ
等
の
表
木
を
行
な
う
場
合
に
は
、

左
記
の
割
賦
販
売
価
熔
等
の
適
正
表
示
方
法
に

従
っ
て
明
確
な
価
格
船
よ
び
条
件
寵
載
t
る

よ
う
賀
団
体
傘
下
の
関
条
響
へ
の
周
祭

底
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
、
■

-
1
-

兇
金
長
本
響
と
凱
斌
販
売
加
だ
を
明
ヂ
に

袋
出
で
き
る
よ
う
江
し
、
そ
の
際
の
条
些
」
明

髪
づ
る
。

(
例
)

0
0
円

①
現
金
販
売
価
格

0
0
円

司
1
^
^
^
・
^
'
κ

(
0
力
日
打
姑
、
頭
金
 
0
0
円
)

②
器
雲
ル
鴛
0
0
円
十
鼎
手
数
料
0
0

円
(
ま
た
は
月
賦
契
鞄
6
0
円
)
、
 
0
力
月

月
賦
、
頭
金
0
0
円
)

⑧
現
金
販
器
格
0
0
円
の
0
割
増
(
0
力
月

剣
斌
、
頭
金
0
0
円
)

④
月
賦
販
売
を
主
と
し
て
割
引
率
を
、
つ
て
現

金
販
光
を
行
な
う
業
者
に
お
い
て
は
次
の
表

示
で
も
よ
い
。

認
販
靴
格
0
0
円
(
0
力
月
月
賦
)

割
引
額
0
0
円
(
ま
た
は
率
0
%
引
)

た
だ
し
、
割
賦
販
売
価
格
の
具
体
的
支
払
方

聖
例
示
ナ
る
場
合
は
、
現
金
踊
価
格
と
割

賦
販
売
得
を
明
示
し
、
か
つ
支
払
例
は
削
賦

連

販
売
儒
の
内
訳
で
あ
る
と
と
が
明
譜
な
ろ

よ
う
に
す
る
。

(
例
)

0
0
円

イ
現
叢
売
得

0
0
円

割
鱈
努
誓

0
0
円

,
詞
回
金

0
0
湾
X
0
回

2
回
以
降

0
0
円

口
現
叢
死
儒

0
0
円

卸
戚
要
篇
偕

0
0
円

頭
金

毎
月
0
0
円
X
0
回

ボ
ー
ナ
ス
支
払
0
0
円
X
0
回

0
0
円

ハ
器
販
売
将

0
0
円

.
名
0
^
、
^
ヒ
、
^
し
h
一
ル

0

◎
贈
販
需
格
等
の
適
張
示
方
法

1
割
賦
販
売
価
洛
の
系

己七而

コ
、
ー
ヨ

4

支
稔
弩
0
円
(
器
0
0
円
、
 
0
回
払

の
場
<
巳

②
頭
金
0
0
円
、
 
0
回
払
の
場
合

現
金
販
需
格
0
0
円
口
ー
ン
手
努
0
0

円
③
頭
金
0
0
円
、
 
0
回
払
の
場
合
口
ー
ン
利
用

号
合
に
は
、
現
最
希
格
0
0
里
ア
ド

才
ン
金
利
年
0
拓
譯
よ
る
金
祭
加
葬
さ
れ
ま

す
。た

だ
し
、
ロ
ー
ン
の
具
体
的
支
払
方
法
を
例

示
ナ
る
魯
譯
は
、
現
金
努
価
格
を
明
示
ナ

る
と
と
、
譯
、
ロ
ー
ン
十
X
払
例
で
あ
る
旨
を
明

記
し
て
、
そ
の
支
り
稔
顎
を
明
示
す
る
。

(
例
)

イ
現
金
販
売
価
格
0
0
円
口
ー
ン
支
払
例

0
0
円

0
回

0
0
円

口
現
金
駆
待
格
0
0
円
口
ー
ン
支
払
例

0
0
円

一
翆

0
0
円

融
資
額

0
0
円
X
 
0
回

支
於
籍
 
0
0
円

ハ
現
金
販
売
価
格
0
0
円
口
ー
ン
支
払
例

頭
金
 
0
0
円

0
0
円
X
 
0
回

支
払
塗
籟
 
0
0
円

う
ち
金
利
及
び
手
郭
0
0
円

②
一
般
的
条
件
の
表
示
の
場
合

商
品
ビ
と
で
な
く
、
一
般
的
な
条
件
を
表
示

ナ
る
場
合
に
は
回
数
お
よ
び
そ
の
回
数
譯
対
応

t
る
手
数
壽
よ
び
そ
の
支
払
方
法
を
明
示
ナ

る
。

0
0
円

一
.

0
0
円
X
0
同

毎
月

0
0
円
X
0
回

手
数
鵬

2
0
-
ン
利
用
譯
係
る
堅
ル
細
俗
表
矛

田
口
ー
ン
を
利
用
し
た
場
合

+
女
念
額
合
ー
ン
金
禦
よ
び
手
,
軽
等
を

含
む
)
の
表
示
譯
つ
い
て
断
器
.
篇
洛
の

業
に
懇
ナ
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
ア
ド
オ
ン
金
利
型
の
表
示
は
通
常

金
利
利
1
際
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
好
ま
し

く
は
な
い
が
、
当
面
、
商
慣
習
も
・
あ
る
の
で
⑧

の
よ
う
に
表
示
し
て
も
よ
い
。
と
の
場
合
に
お

い
て
、
ア
ド
オ
ン
金
利
に
ょ
る
加
算
金
弩
計

算
方
法
を
消
費
老
に
わ
か
る
よ
う
表
示
す
る
と

と
が
望
ま
し
い
。

(
例
)

0
0
円

①
現
金
販
売
価
洛

中
小
企
業
相
談
所
か
ら

f
 
r
 
1
 
-

ー
ー

1

尾
ヨ
耳
 
1
 
[
ー
ー

や
さ
し
し

経
{
1
画
の
立
て
方

1

商
品
別
売
上
高
と
在
庫
.
仕
人
高

000

062

卯

t
子

4

/
J
 
ξ
、

W0L

山
部
門
別
売
上
高
及
び

ア
ラ
利
益
率
の
検
討

さ
て
年
間
目
墜
ル
上
高
を
月
盗
ル
画
に
具
体

ヒ
し
た
髪
に
、
商
品
部
門
別
に
も
細
分
化
し
て

み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

沼
和
妬
年
の
商
品
部
門
別
光
上
高
の
状
況
は

表
①
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
部
門
数
は

A
部
岡
か
ら
F
部
門
ま
で
6
部
門
、
売
上
県

成
は
、
 
A
部
門
が
全
体
の
如
%
を
占
め
て
い
る

0
0
0
 
0
6
4

、
゛"

、
之▲

.
、

ノ
ノ

5
)

i
@
一
卯
⑳
舗
肋
駒
記
貌
%

七
1
 
8
 
9
 
5
 
3
 
1
 
-

む
X

の
を
最
一
局
譯
、
以
下
B
、
 
C
、
 
D
、
 
E
、
 
F
の

よ
う
な
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ラ
利
益
率
も

A
部
門
の
妬
%
を
最
高
に
、
 
B
、
 
C
、
 
D
、

E
、
 
F
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
計
し
ま

す
と
店
全
体
の
ア
ラ
利
益
率
は
器
.
物
%
で
す

こ
の
ア
ラ
利
輩
を
何
ん
と
か
引
上
げ
よ

゛
、
、
力う

と
考
え
た
結
果
、
売
上
高
の
構
成
比
を
変
え

る
と
と
に
ょ
っ
て
そ
れ
が
可
能
な
と
と
翁
っ

た
た
め
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た

乗
、
B

目
=

率利
◎

61

f
、

す
な
b
ち
表
②
の
よ
う
に
松
成
比
を
A
部
門

の
如
%
か
ら
驗
拓
へ
、
 
B
,
^
門
を
部
拓
か
ら
部

%
へ
増
加
さ
せ
、
他
の
部
門
は
そ
れ
ぞ
れ
祭
ノ

さ
せ
る
と
と
に
し
ま
し
た
。
と
の
計
牙
結
果

平
均
ア
ラ
利
益
率
は
智
.
男
へ
増
加
す
る
と
と

に
な
り
ま
し
た

0
0
3
3

,ウ'

)ノb

訴
引
冒
罰
が
[
]

ノ

6
5

3
3

成
田

(

A
 
B
 
C

)
0
 
5

%
4
 
2

?
]3

一上
④

ヒ
し

,
5
3
8

(

く
一

)
00
0
0
0
0
0

円
0
5
5
0
5
5

ロ
ロ商A

B
C
D

②
商
品
回
転
率
と
在
庫
高
に
つ
ぃ
て

51

」
一(

0
 
5
 
5

さ
て
空
計
画
の
基
本
的
な
方
向
鴛
定
し

ま
し
た
の
で
、
次
に
在
應
同
や
仕
入
高
の
検
討

を
行
な
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
年
間
(
期
末
)
琵
高
の
算
出
に
つ
ぃ

て
で
す
が
、
と
れ
は
商
品
回
転
票
ら
逆
争

る
こ
と
が
で
き
ま
丁
。
す
な
わ
ち
商
品
鼎
率

は
、
次
の
算
式
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

酬
,
印
1
 
-
ー
削
斤
訓
(
削
肅
)

回
謝
偶
1
判
質
鬮
叫
十
避
洲
)
削
哥
訓
(
河
富
)

と
の
回
祭
の
意
味
は
、
商
品
に
投
下
し
た

資
本
が
、
 
1
年
で
何
回
転
す
る
か
を
表
わ
し
ま

す
。
で
す
か
ら
自
分
の
店
の
過
去
の
鼎
率
や

同
業
種
の
回
転
毒
L
参
考
に
し
て
、
器
の
回

転
孝
設
定
し
、
そ
れ
発
吉
を
割
れ
ぱ
伺

標
在
庫
高
を
計
算
t
る
と
と
が
で
き
ま
t
。

設
例
は
表
⑧
の
し
の
よ
う
な
豁
一
で
あ
っ
た

と
し
ま
す
。
 
t
な
わ
ち
店
全
体
の
商
品
回
奮
牛

は
年
に
4
回
転
、
で
t
か
ら
町
日
で
1
回
転
す

る
と
と
に
な
り
ま
す
。
部
門
別
に
み
ま
す
と
A

部
門
は
一
W
、
如
部
門
A
.
一
、
 
C
部
門
は
W
.
中
回

帳
、
以
下
D
、
 
E
、
 
F
共
に
3
回
転
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 
A
部
門
 
B
部
縄
に
つ
い
て
在
庫
高

P
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積
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⑬
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表①昭和45年度部門別売上高とアラ利益率
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を
計
算
し
て
み
ま
ナ
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

!
 
1
 
ι

ン
嬰
J
甫
哥
耶
,
司
口
回
割
,

t
1
ι
、
呂
又
+
田
)

m
轡
J
削
哥
酎
・

ー
ト
;
・
 
1
ι
"
§
(
十
酉
)

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
商
品
部
門
別
の
在
庫

商
(
期
末
)
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
と
の
目
標
高
高
を
上
回
ら
な
い
よ
う

に
、
毎
月
の
棚
卸
等
で
チ
エ
ッ
ク
す
る
と
と
が

管
理
上
の
玉
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
コ
L
く
る
訳

で
t
。

期
首
在
庫
と
売
上
原
価
は
判
っ
て
い
ま
す
か
ら

(
す
な
わ
ち
期
首
在
庫
は
前
年
の
期
末
高
、

売
上
原
価
は
売
上
高
か
ら
ア
ラ
利
益
高
を
差
引

け
ぱ
算
出
で
き
る
)
、
次
の
算
式
か
ら
仕
入
高

を
計
竹
女
づ
る
と
と
が
で
き
ま
t
。

(
肌
什
河
肅
十
醤
洲
甫
哥
Υ
濫
叫
甫
哥
・
ヰ
ン

③
仕
入
高
の
算
出

次
K
仕
入
局
の
検
討
譯
入
り
ま
す
。
商
品
部

門
別
の
期
末
在
庫
高
が
算
出
で
き
ま
し
た
ら
、

叶「凸
設
例
に
ょ
り
年
間
仕
入
高
を
計
算
し
て
み
ま

す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
表
③
の
G
(

(
器
、
0
認
゛
工
十
]
凱
、
§
1
)

]
N
"
卸
呂
+
田
・
器
、
器
(
州
工
)

商
品
部
門
別
に
は
表
③
の
よ
う
に
計
算
し
ま

し
た
が
、
と
の
年
間
仕
入
一
局
ω
、
器
万
円
を
月

別
計
画
に
具
体
化
t
る
事
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

t
が
、
今
回
は
季
節
指
数
を
応
用
す
る
方
法
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
応
用
す
る
」
と
い
う
の
は
、
謙
程
に
ょ
っ
て

も
逮
い
ま
す
が
「
仕
入
」
は
「
売
上
」
に
対
し

て
何
力
月
問
か
先
行
し
ま
す
の
で
、
売
上
高
の

季
節
指
数
を
そ
の
ま
ま
使
え
な
い
か
ら
で
t
。

で
す
か
ら
自
分
の
店
の
今
ま
で
の
慣
習
(
例
え

ば
3
力
月
先
行
と
か
1
力
月
先
行
等
)
で
、
季

節
指
数
を
そ
の
「
先
行
月
」
に
ず
ら
し
て
使
う

よ
う
に
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
便
宜
上
、
時
計
・
メ
ガ
ネ
店
は
約

ー
カ
月
先
行
で
す
の
で
、
そ
れ
に
ょ
り
計
算
し

ま
t
と
表
④
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
数
字
は
あ
く
ま
で
月
標

数
字
で
す
の
で
、
実
際
に
は
売
上
の
状
況
等
と

に
ら
み
合
せ
な
が
ら
、
仕
入
を
行
な
う
と
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

%
'99

)
5

円
幻

千
1

(
X

比
率
、
す
な
わ
ち
交
叉
主
義
比
率
が
高
け
れ
ぱ

高
い
低
ど
、
商
品
の
店
に
対
す
る
貢
献
度
が
高

い
と
と
に
な
り
ま
t
。

部
問
別
に
計
算
し
て
み
ま
t
と
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

晶
J
 
=
(
途
謡
.
W
(
回
)
・
]
器
.
父
途
)

m
嬰
J
 
器
(
途
謡
.
一
(
回
)
N
ミ
.
の
(
途

以
下
同
じ
よ
う
に
計
算
し
ま
す
と
、
表
⑧
の

M
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
れ
で
仕
入
、
在
庫

及
び
商
品
部
門
別
売
上
高
の
検
討
は
終
っ
た
と

と
に
な
り
ま
す
。

と
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
巣
終

り
ま
し
た
ら
、
前
掲
の
表
③
の
よ
う
な
一
覧
表

を
作
成
し
て
お
き
ま
す
と
、
管
理
上
大
変
便
利

で
す
。
あ
な
た
の
船
店
で
も
作
っ
て
み
て
下
き

④
交
叉
主
義
比
率
に
つ
い
て

最
後
に
交
叉
主
義
比
1
つ
い
て
、
検
討
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
ニ
、
の
算
出
は
次
の
通
り
で

す
。辯

刈
肝
燃
評
舟
1
司
゛
凶
厭
鴨
X
國
印
回
謝
欄

日
商
・
全
国
妬
商
工
会
議
所

)円千5

統
一
伝
票
推
進
へ

↓
ゞ
扉
則
 
1
 
N
゛
.
ぎ
鴬
剛
X

(
1
途
Ⅱ
→
凱
罰
1
＼
(
律
訓
}
)

昭
註
削
哥
酎

月
月

,
で
、

11

J
/

21

以
上
の
算
式
で
も
お
判
り
の
よ
う
に
、
交
叉

主
義
比
謬
「
商
品
」
の
店
に
対
す
る
貢
献
度

を
表
わ
し
ま
t
。
ア
ラ
利
葉
が
高
い
商
品
で

、
年
1
回
の
回
転
一
羊
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
し

回
張
が
高
い
商
品
で
も
、
ア
ラ
利
輩
が
低

け
れ
糖
け
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
こ

の
ア
ラ
利
益
率
と
商
品
回
転
学
掛
け
合
せ
た

昭
和
四
十
三
年
八
月
の
産
鞭
造
謡
会
中

問
答
申
「
流
通
近
代
化
の
展
望
と
課
題
」
に
お

い
て
流
通
活
動
の
近
代
化
・
経
営
の
合
理
化
の

讐
か
ら
条
の
統
一
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
た
。
そ
の
後
四
十
四
年
七
月
の
産
業
班
馨

議
会
流
通
部
会
に
お
い
て
、
、
流
通
活
動
の
シ

ス
テ
ム
化
の
前
捉
と
し
て
各
種
帳
票
類
の
規
格

化
が
提
言
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
た
だ
ち
に

通
産
省
余
局
に
統
一
伝
論
発
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
で
は
、
主
要
関
集
界

か
ら
意
見
を
聴
取
、
さ
ら
に
実
態
調
毒
を
行

な
う
と
と
も
に
、
十
四
回
に
わ
た
る
審
学
へ

て
「
取
引
用
伝
票
の
統
一
化
に
つ
い
て
」
の
規

定
を
決
定
し
、
と
れ
に
基
づ
い
て
昭
和
四
十
五

年
か
ら
普
及
璽
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
商
工
会
議
所
は
、
統
一
伝
票
推

進
の
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
,
統
一
伝
票
の
お

す
す
め
,
を
発
刊
し
て
お
り
、
さ
ら
に
四
十
五

年
度
か
ら
全
国
四
十
六
の
主
要
商
工
会
議
所

(
各
都
道
府
県
に
-
 
3
 
に
普
及
指
導
員
を
お

計

、
0

し

普
及
指
導
員
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

き
、
会
員
企
業
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
ビ
希
望
の
向
き
は
当
所
囲
六
0
七

五
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
、
経
で
き
し
あ
げ

ま
す
。

.

r
、

ノ

(
4
)
実
施
時
期
・
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

か
ら
と
す
る
。

1

統
一
伝
票
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の
諸
点

が
あ
げ
ら
れ
る
。

統
一
伝
票
の
規
定
と
は
次
の
お
り
。

C

▲

J
〕

(
1
)
適
用
範
囲
Π
こ
の
規
定
は
、
生
産
材
お

よ
び
消
費
材
(
生
鮮
食
料
品
を
除
く
)
の
取
引

き
の
際
に
売
り
手
、
買
い
手
間
に
流
通
す
る
諸

伝
票
(
以
下
取
引
用
伝
票
と
い
う
)
に
つ
い
て

適
用
す
る
。

(
2
)
様
式
(
仕
上
寸
法
)
・
取
引
用
伝
票
の

仕
上
寸
法
は
、
二
種
類
①
縦
三
一
ハ
ミ
リ
、
横

一
ハ
ニ
ミ
リ
(
B
6
)
②
縦
一
一
三
ミ
リ
、
横

二
五
七
ミ
リ
(
B
4
長
辺
%
)
と
す
る
。
た
だ

し
、
連
続
伝
票
と
し
て
用
い
る
場
合
は
、
縦
寸

法
三
七
ミ
リ
(
丁
五
)
と
す
る
。

(
3
)
項
目
の
配
置
Π
①
品
目
コ
ー
ド
・
品
番

②
品
名
、
規
格
、
仕
様
③
繁
④
単
価
⑤
金
額

f
金

ノ

,
、

A

事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化

①
共
存
共
栄
の
ワ
ン
ラ
河
ン
テ
ィ
ン
グ
化
。

相
手
側
使
用
の
伝
票
も
で
き
る
ワ
ン
ラ
イ
ン
テ

ン
グ
化
で
あ
る
。

イ

②
事
務
手
数
の
削
減
・
ス
ピ
ー
ド
化
・
正
確

納
入
側
、
妥
入
れ
側
と
も
転
記
不
用
の
シ

ヒ
0ス

テ
ム
で
あ
る
か
ら
事
務
所
要
人
員
は
%
ー
%

に
節
減
さ
れ
る

⑧
事
務
処
理
の
集
中
化
。
註
セ
ン
タ
ー
の

利
用
シ
ス
テ
ム
が
図
れ
る
。

91

や
t
く
な
る
。

④
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
容
易
化
。
伝
票
様
式

.

サ
イ
ズ
の
統
一
化
に
ょ
り
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が
容

易
で
あ
る
。

機
械
処
理
化
の
促
進
と
効
率
化

①
処
理
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
化
。
処
理
シ
ス
テ
ム
や
伝
票
フ
寸
ー
ム
の
統

一
に
ょ
り
パ
ッ
ケ
】
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
が
得
ら

れ
、
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
利
用
が
{
谷
易
、
廉
価
に
な

る
。
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
】
タ
要
員
の
教
育
が
容
易

①
照
合
作
業
の
軽
減
と
語
ミ
ス
の
防
止
。

買
い
手
側
が
改
め
て
起
票
す
る
必
要
が
な
い
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

②
コ
】
デ
ィ
ン
グ
作
業
の
標
準
化
・
省
略

化
。
品
名
そ
の
他
共
通
事
項
の
コ
】
ド
統
一
ヒイ

に
便
利
で
あ
る
。

③
伝
票
・
用
語
統
一
に
ょ
る
作
業
の
標
準

簡
易
化
。
同
業
界
統
一
用
語
、
統
一
伝
票

フ
念
ー
ム
の
使
用
に
ょ
り
作
業
処
理
が
わ
か
り

に
な
る

②
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
の
共
同
利
用
促
進
計
算
セ

ン
タ
ー
の
利
用
が
{
谷
易
に
な
る
。

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

①
シ
ス
テ
ム
改
善
に
ょ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
。

専
用
伝
票
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
タ
】
ン
ア
ラ
ウ
ン

ド
専
用
伝
票
シ
ス
テ
ム
と
同
等
の
社
内
事
務
処

理
効
果
が
得
ら
れ
る
。
専
用
伝
票
得
意
先
に
対

す
る
出
荷
、
事
務
処
理
の
遅
れ
か
ら
生
ず
る
損

失
が
な
い、

0

②
作
業
内
容
の
簡
素
化
に
ょ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
。
語
省
略
、
照
合
、
フ
ブ
イ
リ
ン
グ
な
ど

の
省
力
化
に
ょ
り
作
業
が
ス
ピ
】
ド
ア
ッ
プ
さ

れ
、
人
件
費
節
約
が
得
ら
れ
る
。
転
記
の
ミ
ス

に
ょ
る
ク
レ
】
ム
発
生
も
当
然
な
く
な
る
。

月
月
月
河
月
月
月
月
月

1
2
3
4
5
6
7
8
9

化

ス作
ピ業

処合
理の
・簡
正素
1 確化
1 化と

表④月別季節指数の仕入高への応用

1月前へナら1月した季節指致
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各月平均
仕入高
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＼
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2,955
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則団法人大阪下訥企業振興会では当商工会議所に対し下請企業の妥注の協力申入れがありましたので別表ビ高
覧の上当所までご来所下さるか又は協会宛お申出下さい◎協会の住所大阪市東区火手前之町大阪府庁分館二号館

縫製(5月分) 昭和46年5~6月発注品一覧表

縫製とプラスチックの下請はいかが

発注品

男、女児服
ベビードレス
ズボンブラウス
ポロシ十ツ

目

婦人・子供
ブラウス

^1

紬士肌着(下物)
ベビー用遊び着

植栽

1ヤッカッターシー裁断~縫い~本ミ、シン ツク

泳ツトバンッその他

縫い放し
(裁断親持)

S
1 婦人スリップ8 1

注

本縫ミシン

万ーバーロック

件条

材料等発注規椣

区
発注 口

ロロ

分

S
1.婦人スリップ
1

縫製(6月分)

加工内容必要設備材料等発注

裁断~縫い~万_バ_ロック材米1支給 1ロツ
」{その他

.昭和46年度基準工事費(公団資金を充当できる限度)

(島日本住宅公団大阪支所

材料支給

S 帥士肌着(下物)
I i 婦人ブリーフ
3 'ベビー用遊び着

目
1 加工内容
.シ哉'折~縫い~
1仕上

材料支給

1 ロット
500~3,000

1婦人・子供 1
シャツ、ブラウス

そのイ也

分該住宅課六阪市北区玉江町2・-1
T E Lブく阪(443)576]

20~30人の工1禿望地域府内及び近郊
/j }蓮綴片持

材料支給

発

必要設イ1厳

21ミ市垂ミ t/:ノ

その他

ンク

希望地域府内及び近郊
決済 25日〆霊10日現金
,運纓元払

1.ーダ.本哲_ミシVワデニ本ミシン,..栃望地域府内及び近郊戸断~0隆い~平子本針1シy 支給,29~30人の規決済ゴ5日/翌6日現金
1 1オーノぐーロックそのイ也 1パ 1だ"1 『、"

区
力Π 内引 工
寺

ミシン10厶P赤望地域府内及び近郊ミシンL口決済 20日/翌8日現金

材料支給

プラスチック
一

オーバーロックミシン

5りZ I -9、1 邪鄭加",0001. 209Z 1 ム
P

1 射出成形加工 19,0001 52 5シ.1ムロ12叱14 1成形加工より組立加工まで 100万クガ5
P

11 塗裳.木冒「」刷 9,100' 48 ホットスタンプ2台 1君1圧ヌ、11"'イ"ツキ' 300万.ガ 1 ι、7

注

※施股とは住宅等に併設きれる店舗、事務所等のことです

お申込み先・ー
奈良県土木部建築課

奈良市登大諮町
TE L奈良(22)1101

縫い放し

材

」1ミュ^:1盆1
,(千円)

等

件

発注規模

ー^

支給 6~7万j〒

@お知らせ

20

1 射出成形加工.6,000 36 15昭Z台 10OZI、ム 1弱電部品'工業用部叩の瀚 100万ガ 1 ク

人材開発コーナー速報.ノ
(自昭和46年4月28日~至6月10日分)

当所では奈良公共職業安定所の協力を得て標記コーナーを設け、ビ好評のうちに積極的に求人開発を続
けておりますが、 4月以降の求職者のりストを一括取纒めましたので是非ビ利用下さい。
なお、りスト中には既決定済のものもあるかと存じますので、その場合不悪ビ諒承下さい。またビ希望

の向きは当所にお問合わせ下さい。

0男子の部
希望職種求職人員 希望職種求職人員希望職種求職人員 求職人員希望職廷
理事務 9名デザイナι『プ

1名元竺 大工見 習 1名
胴理士 4名熔接工 3名 ホイラ マン

機械工 3名夜警及守衞 6名
労務担当 2名運転手 3名
機械設計 2名鋳物工 1名
管・ 理事務 2名 般事務 2名
工程管理 1名栄養士 1名
化学研究 1名平版工 1名 1

木技術者 1名活版工 1名
業 5名塗装工 1名

昭和妬年5月受注余力工場一覧表

員
叙

ラスチツクの個人1

その他

希望地域府内及び近郊
決済 20日/方升証見金
運iιけ下持

ーーー希望地域府内及び近郊
ナ仏1ロツト.決済 20日,§三10日1η金

桜

C 'y

射出成形加工

'

1重

*,C

るの

能力及び特徹

}1009Z 1台 60OZ 1台25,000 200

安jEしル気部品雑貨物 100万近畿,た取引

,i誇

釦仟

その他

1金司メッキミ受厶lj
ツケルメッキ設似i
ロームメッキ設備

IEお生テヒまム
シ_ノ

出帯向
^

単身者

弱電部品のメッキを得意ど 100万
,

21

太形の品物の成形加工を得 100万意とサ' 1

什〒昔作Ⅱ

__、_.!.

単身者共

ー^ 1

《社宅建設》は住宅公団の特定分譲住宅を.ノ
15~20年償還/年7.8%

受注余力

0女子の部
一般及び経理事務12名
店 員 5名
単純労務 2名
薬剤師 2名服飾デザイナー
建築設計 2名調理助手
英文タイピスト 1名 P斗4

フ:ヰ

和文グ 1名炊

.特定分譲住宅とは、公団が会社や事業所の所有
地(又は・借地)にビ希望の社宅や寮を建設して
おゆナリする住宅でナ。

.建設工事贊は、公団の資金を規定{こより充当し
15まナこは20年問の分割払い(年利7.8夕づ)で返
済していただきまナ。

.資本金100億円以上の企業ばお田込み先、又は
公団にビ相談下さい。

お問合せ先・ー

/ノ

決済 20日/翌5日現金

!!____ilt

ノノ

/ノ
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奈良市小売物価動向表

・ 1 "
食料
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^^^^^
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粉、粉製品

]25.1 126
U5,6 119
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示

良
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当所手持のスライド及ぴテープ名

ご (,

,・当所のオートスライドこ利用を.ノ

商店経営シリーズ

サービスとは。
販売効率をあけるには。
上手なお客の応待法。
上手なお店の広告戦略、
経営改善への道。
お客は常{こ正しい。
販完値段はーつしかない。
お客は満足をかう。
商店における陳列と照明。
ググ(最寄品の部)
新しい販売方法(品質表示)(新巻)
商者街活動。
包装の仕方。(基本編)

(応用編)ノノ

晶質表示と販売促進。
繁栄ナる商店街。
店頭販売の秘訣。(接客編)
グ(陳ダ心而)

とれからの小売商店の生きる道。
今日の店舗、明日の繁栄。
税金を怖れない経営。
貴方1こも開かれている金融の窓口。
働きょい店、のびる店。
若い芽を育てよう。
みんなで街づくり。
商店の労務管理(上)

(下)ノノ

とれからの商店主婦。
お客さまの買物心・理。
店員の一日(上)(新巻)

(下)(新巻)χノ

貴方江も出来る店舗の診断(新巻)
安心を詰立てる。(新巻)
とれからの商工青年。(新巻)
上手な仕入、下手な仕入。 C所巻)
繁栄への近道。
新しい販売方法、品質表示。
販売促進あの手この手。

倉■

忙 /伊'

^

国鉄
奈良駅

三条通

ドライフショッフ
キンク

圃工場経営シリーズ
カキは資力'力司屋っている。
ぼやぼやしちゃいられない。
やさしい複式簿記。
新しい人問関係。
人間関係のポイント。
あなたもコストダウン出来る。
我々は原価を作っている。
下請企業の怒営改羊。
売れる製品の作り方。

10 所得税のいろは。
Ⅱ中小企業の産業安全。
12 晶質管理とは。
13 あなだにもできる工場珍断。
14 (新巻)企業を伸ぱナ資金繰り。
C)実務訓練関係

正しい電話の応接。
正しい受付と接待の仕方。
正しい態度。
債極性を伸ぱすには。
命令の妥け方、報告の仕方。
会議の閉き方。
話し方の技術。
T ・入入1・ 1 とは。
教え方の四段階。

10 人を協力させるには。
Ⅱ作業分析。
12 安全。
13 電話の心得。
N 停れ、見よ、そしてミJ.ねよ。
15 職場のモラール。
16 新しい労使の在り方。
17 店員訓練。
18 楽しい職場を作るには。
19 新時代の社員として、(組織と個人の調和)
20 訪問のし力けこ、話しかた

(販売を成功させるには。)
21 従業員と共に
22 明るい明日をきつくために

(やさしい帳簿のつくり方)
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外内 国

特許・実用新案・意匠・商標

出願・審判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟

(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談日第3木曜日)

ツタ

蔦田
ダ

内外国特許事務所
蔦田璋子

大阪市東区内本町橋詰町 30 番地
(堺筋本町東へコクサイホテル南50メートノレ)
電話大阪(06) 941-0702~0704

弁理士

深夜電力利用
ヒートボンブ式

セントヲル1令E妥房冬合1易

.くわしくは、お近くの関西電力へどぅぞ.,

すべてを電気が解決・・

.C
イ

日本染織工業株式会社

取締役社長越智 太郎Za'

r ,加

翰出・内需・綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻蚊帳その他の製織並に染色整理加工
A、製織(綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻蚊帳地・服地・芯地・モスリン.その他)
B、染色(綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻織物の染色整理加工「特に樹脂加工D
(キリンモスリン・キリンウール特1号)

本社工場奈良市大宮町2丁目3番7弓'
西大寺工場奈良市西大寺 ]60

丁ケス'ノモン

京都商事部京都市下京区不明門通り六条下る
大阪営業所六阪市東区淡路町2丁目野ロビル

営業種

0

(

/jなさまσ)

関西電力

目

1質と信用を売る
4

1!、・

・ 5752電話奈良岡5 器' 751
電話奈良岡5755・5756
電話京都圃5345 (代)
電話大阪鬮5908・6810
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